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表且2　前田柑遺跡H区方形竪穴状遺構一覧表

東芝3　前田柑遺跡H区中性土坑一一覧表

表摘　前田柑遺跡H区その他の土坑一覧表

末路　前田柑遺跡H区地下式壌一覧表

表温6　前田柑遺跡H区浦上彗監表
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付図3　前田柑遺跡‡区全体図



第遽節　H区の遺構藍遺物

盈　縄文時機の遺構と遺物

H区は　当遺跡のほぼ中央部の　南側から北側に向けて鬼　込む谷津の先端部の畜地上に位置し　南部から

′

お軋　剛期の遺構が存在しぞいる。また　縄文時代の遺構の重複が著し齢。遺構は竪穴住居跡2軒　士抗墓

義　士坑3凱基が検出され若齢る。士族に肇齢等は　出土遺物の残存状況が良好な　の及び形態に帝徴を捧肇

のを取　上げ　それ以外は一覧表で表記した。なお　遺構番号はD区東側に隣接する鎧区からの続　である。

等高線は地表面の標高

の 爵翻』壷

－397－

第別図　摘匿南東部堂健吾



（1）竪穴住居跡

第419号住居跡（第342図）

位置　調査区の南東部，D14j7区。

重複関係　西壁を第2361号土坑，第2367号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径3．61m，短径3．40mの楕円形である。

主軸方向　N－50。－W

壁　壁高は約8～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　5か所。Plは住居跡の中央に位置し，径70cmの円形で，深さは53cmである。P2は，径42cmの円形で，

深さは88cmである。P3は径33cmの円形で，深さは52cmである。P4は，長径33cm，短径26cmの楕円形で，深さ

は88cmである。いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径32cm，短径26cmの楕円形で，深さは18C皿である。性格

は不明である。

覆土　3層に分層される。3層にロームブロックが含まれるが，その堆積状況をみると壁の崩落及び周囲の土

の流れ込みによるものと思われることから，自然堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子・ローム少ブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

七仰

第342図　第419号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　［
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一　　・　　．　　　∴　　′　一，　　・′　　　ノ二、、、　　′　　ぺ　　・　、′ごJ　ノ㌧！′・ノリ　′、！，′

．′　　　　　′　　　・′／、′、′　　′　　、．　　、　′′　′、－　．′．．、．、　′′　　　．．∴

′＼　′・．、　　　　　′・．、、・／．・、　‥　　′、　、い．′　′言　一　・・・J

く　　　　　　　　　　　／三、く

・イ、．′言．、　　　：　、

・・　　　　′′、・：　．・．　　　ノ　、　′．　　　′、　′　　ノ　　ー．＼　′　　　　ノ　　　　　‘1　′ノ．：′　　、：；‘′

第2372号土坑に掘り込まれている。

三．－　、‾’、、、：　　′　　　　′　　′′ノ′　′　．　ご　′′∴．

、＼　　　′

‘　′：こ、　　′　′－．　　′　ノ　7．′／ニ

床　ほぼ平坦である。

l　　　　　　′′　　　　、　　ニノ　　l　　　　　′　　　．．‘　　　　′・ノ′　′ノ　　ノ　・′′／．′、′　　′′　′

第鍼図　第磁考健腰妙実測図

－399－
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る。PSは長径62cm，短径48cmの楕円形で，深さは50cmである。位置と規模から補助柱穴と考えられる。その他

のピットの性格は不明である。

炉　中央より北側に付設されている。ピット及び土坑に掘り込まれているため，形態は不明である。床面を7

cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は赤変硬化している。

炉土居解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　7　明褐色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒子少量　　8　明褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック中量，焼土プロツ

ローム小ブロック微量，焼土ブロック少量　　　　　　　　　　　　ク少量

ローム粒子・焼土粒子少量，焼土ブロック微量　　　　9　明褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子微量

第344図　第421号住居跡出土遺物実測図

⊂⊃　て
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・・　　′、　　　　　　、　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　い　　　′　　　　　　　　　　′

土暦解説

1　暗褐色　　H一一ム粒」’一・U一一ム小ブHツタ少量．焼‖1日’一微量二

二　褐　色　l‾コ一一ム粒j∴ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、　′一　　；　ご　　　　′ノ、′　　　′．．∴　ノ　　　　　　．

V　－、′　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ノ・．　　　　　　、　　　．・

、　　　　ノ．－∴．、∴′．：、′∴′∴∴Cノ

・・′　　＼　′′′ノ　′　　　′　　　　　　　　　　　　、　　　′′　　一　　　　　ノ、　′　　′　′′、′　′　　　　　、

‘、′　′、　　　　　′　　　　　ノ　　　二　・′　′　　　　べ　　べ　　　　　　′　　　′　　　′　′　′　　　　　　′、

二ノ　、∴　、　、一　　　　′　′ノ　。　　　　′　　　　　、、　　。　　一　　　　　・・

′、　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・ノ　・′

窮魔考健腰跡出藍達観観察廉

図版番号 棒　 饉 匪 別離 mラi　　　 音 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎早 掛 朗 「 婦　 考

第3舶図 昔　　 鉢　 B 〔粧 中　 限鐘状把手∴孔言昔って権幕及び沈線が施され，降苗∴はキザミが施され 砂粒を石英さスコリア　 ㌘鼠　 5 ％

且 縄文土器　　　　　　　 ∵いる∴ にぷい褐色　　　　 覆土

普通　　　　　　　 加曽利E I式

2

深　　 鉢　 H　L5．対　 席状把手∴沈線を有する降希文が施されている㍉

縄文士器

i＋ i

榊圭 石英・スコ†け　 P 2　 10Cも

黒褐色　　　　　　 啓上

普通　　　　　　　 加曽利E I式

i

図版番号
器 穫 iv 長さkm） 酌 m議 摩絢 mラ 重量軸か 質　 備　　 考

第封1図日 磨　 石 い せ　 巨 を5 i e3　 日 馴　 安 山 岩 棒　 覆土 凹着発望

′　　　　：　′

′．、′　　　ノ　　　　　′

：　′　　　′′　．　　　　　　．　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　ノ　　　、．、′　　二．

ノ　　　　　∴∴‘∴ノ　　　　　　　ノ　1：十　′こ、′′　ノ　　　　　　′　　　∴

．＿く；ノ′，　　　′一1ノ、、二、′′了一　言　　、′．

童軸方向　N－330－E

／・′∴・　　　　　　′　　　　　　　　　　．・、、、　　　　ニ　′ノ

床　ほぼ平坦である。

－　　　　　′シ′　′　　′　　　　　∴　　ニ　　ノ・∴′、′　　　′ノ′′．　′．ノノ　′　　　　　　′　．　　　ノ　　　．′

33cnlの円形で，深さは93cnlである。性格は不明である。

′　／　　′　　　′　　　∴　　　　′　　　一　　　′　′　∴　　．　ニ　ノ　、′　　　　　′　　　　　　　′　　　二　　．′．1

る。

．　：　　ノ．　　　ノ′　　′′　く　　　　　　　　二′　　　′、　′、一、′、′′・7、′）ノ、ノ．．！、二一ノ！云　′了　ZJ

土居解説

1赤褐色　　しコ一一ム粒子少量，焼＿「粒千一11量　　　　　　　　　4　暗赤褐色　　ロ1－ム粒子・焼一月、・大ブロック微鼠　廃土粒子中量

2　赤褐色　　ローム粒子・焼上中ブロック少量，焼土粒子中量　5　褐　色　　ローム粒子・焼上粒子少量

3　暗赤褐色　　ローム粒子微量，焼士粒子少量　　　　　　　　　6　褐　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

－401－



遺物　縄文土器片626点が出土している。第345図1の浅鉢は覆土から出土している。2～4は探鉢の口縁部片

である。2は隆帯による区画内にRLの単節縄文が施されている。3，4は撚糸文を地文とし，刺突文が施さ

れている。5は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文に3本単位の沈線が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI～Ⅱ式期）と考えられる。

第422号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第345図 鉢 A 〔17．4〕 胴部から口綾部にかけて内野する。口綾部はわずかに厚みをもつ無文であ 砂粒 ・長石 P 3　 30％

1 縄文土器 B （8．4） る。赤彩痕。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利 E I式

第345図　第422号住居跡・出土遺物実測図

ー402－



第磁考健贋妙　策別図）

位置　調査区の南東部，D14i9区。

重複関係　北壁際部分を第2394号土坑，東側部分を第2393号土坑，西側部分を第2400号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と平面形　長径〔3。65〕mタ　短径〔3。37〕mの楕円形と推定される。

主薄井蘭　〔N‥圭1－坑’〕

璧　西壁と東壁が残存しており，壁高ほほcmで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ぽッ匪　2か所。Plは長径50cm，短径36cmの楕円形で，深さは88cmである。P2ほ長径45cm，短径35cmの楕円

形で，深さは82cmである。規模と位置から主柱穴と考えられる。

尊堂　2層に分層される。削平されているため床面近くの土層の確認だけであるが，堆積状況をみると自然堆

積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量，ローム大ブロック少量

遺物　縄文土器片2点が出土している。第346図1の深鉢の底部から胴部片は覆土から出土している。

所農　本跡の時期はタ　出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

埜2凱⑳悶

第鋼図　第魔考健腰跡◎出藍遽鞠実測図

－403－
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窮魔骨健腰妙出藍遽磯観察嚢

図版番号　 器　 種 軒 別催k m） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第346図　　 深　　 鉢　 Å （14。5） 胴部から底部片J 底部は小 さく，外傾 して立ち上がる．胴部にはR L の単 砂粒 ・長石 ・石英 P4　 30％　 P L 5 1

1　　　　 縄文土器　 C　 S．0 節縄文及び断面三角形の微隆起線文が施されている。 雲母

にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅲ式

第魔考健腰静　第鎚園）

位置　調査区の南東部　り蟻は区。

重複関係　西側部分を第2墟号土塊に　東側部分を第2425号土塊にタ　南壁部分を第2422号土塊に掘り込まれて

いる。

親機藍平面形　長径4き46mタ　短径3。58mの楕円形である。

、∴」、書∴　〔＼‘′　　三二

・　才l∴∴（：∴こ、、、、，ノ′、！′1∴　′了ノ　七、ら

床　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　　か所。P　は径購cmの円形で　深さは舶cmである。P　は長径捕cm　短径髭cmの楕円形で　深さは

96cmである。位置と規模から主柱穴と思われる。

尊堂　2層に分層される。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子「巨星，炭化粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片183点が出土している。

所農　本跡の時期は，住居跡の形態と覆土が縄文時代のものと類似することから縄文時代と考えられる。

第朗図　第魔骨健腰静実測図

－404－



第魔考健腰妙　第別図）

位置　調査区の南東部，D1－白い［亘。

′　′　　　　　　　　　　　　　、　ノ　　　　　　　　　　　メ　ノ　　　　　　′

ノ　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　′．　′　　　　′　　　′　　　　′　　、　′

′　　　　　　　　′　　　　　　　　・・′′

劾酪捌鞠＋拍距増結＋酎

一　　二　　　　　　　ノ　　　　　、　　　－　　′　　　　　　ノ　　　′′

魔　ほぼ平坦で　全面に硬化面がみられ　帝に東壁付近が礁齢。

、　　　　　　　　　′　　　、．・　ニ　　　　　　　　　　　　・・　ノ　ノ・、′　′　′　　′．′・′′′／

′　　　　　　　′　　　　　　　′　　′　　　　′　　′′　′

、　′　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　′　　　　一　　　　　　　ノ　′　　　　′

みると自然堆積と考えられる。

土暦解説

温　褐　色　　ローム粒子中量　炭化物微量

2　褐　色　　ローム粒子中還撃　ロ…ム申プロッタ少量

窮鍼図　第魔　の磁考健腰妙実測図
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遺物　縄文土器片150点が出土している。第349図1はミニチュア土器の底部片で，覆土から出土している。2

～8は深鉢の口縁部片である。2は隆帯による区画内にRLの単節縄文が施され，3は沈線区画内に複節縄文

が施されている。4は隆帯による渦巻文が施されている。5～8は口綾部に円形刺突文が施され，沈線が施さ

れている。9，11は探鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文に，磨消懸垂文が施されている。10はLRの単節

縄文を地文に2本沈線の磨消懸垂文が施されている。12は深鉢の底部片で，RLの単節縄文を地文に2本沈線

の磨消懸垂文が施されている。13は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ～Ⅲ式期）と考えられる。

第427号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第349図 ミニチュア土器 B　 （2．3）底部から胴部の破片。胴部は外傾して立ち上がる。無文である。 砂粒 P 7　 4 0％　 P L 5 1

1 縄 文 土 器 C　　 2．0 黒褐色

普通

覆土

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（cm ） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形状 及 び 文様 の特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第34 9図13 土器片円盤 3．0 2．8 1．3 （11．0） 95 沈線及び撚糸文。 D P 2　 覆土

し国－
β
5

㊨ロー。
第349図　第427号住居跡出土遺物実測図
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第428号住居跡（第348・350図）

位置　調査区の南東部，D14fO区。

重複関係　第427号住居跡に掘り込まれ，東側部分を第2427号土坑，第2488号土坑，第2489号土坑に掘り込まれ

ている。

壁　東側に一部残存しており，壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。

床　東壁付近に硬化面がみられる。

覆土　壁側の1層のみの確認で，ローム粒子を多量に含む。堆積状況は不明である。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

遺物　縄文土器片1250点，土器片円盤1点，獣骨片が出土している。第350図1の探鉢の頸部片及び2の把手を

有する口緑部片は覆土から出土している。3は探鉢の胴部片で，地文はRLの単節縄文で，補修孔がみられる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第428号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調ト 焼成 備　　　 考

第350図 探　　 鉢 B （9．0） 突起をもつ頚部片。突起につながる隆帯によりロ縁部文様帯が作 られてい 砂粒 ・パミス P 5　 5 ％
1 縄文土器 る。突起及び隆帯には沈線が施されている。 にぷい橙色

普通

覆土

加曽利E I式

2

深鉢把手 B （4．6） 三角形状の把手を有する口綾部片。片面に円形の穴が開けられ，穴に沿っ 砂粒 ・スコリア P 6　 5 ％
縄文土器 て沈線が施されている。 橙色

普通

覆土

加曽利E I 式

第350図　第428号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

l一　一l－　・」

第429号住居跡（第351図）

位置　調査区の南東部，D14go区。

重複関係　北壁際部分を第2428号土坑，第2471号土坑，第2567号土坑に，中央西側部分を第2415号土坑，第

2435号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸〔5．35〕m，短軸4．42mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－17。－E

壁　西壁と東壁が残存しており，壁高は6～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット11か所。Pl～P5は長径53～70cm，短径44～52cJnの楕円形で，深さは53～104cmである。規模と配列か

ら主柱穴と考えられる。P6～P8は長径28、40cm，短径23～35cmの楕円形で，深さは15～60cmである。位置と規

模から補助柱穴と考えられる。その他のピットの性格は不明である。

覆土　3層に分層される。堆積状況から自然堆積と考えられる。
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窮義図　第磁考健腰静実測図

土暦解説

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量，ローム大ブロック少量

3　褐　色　　ローム粒召散鼠　ローム大プロ、ソク少量

遺物　縄文土器片親軋蕉　獣骨片が出土している。第器図　は深鉢の打線部から胴部の破片で　覆土から出土

て、　　．∴　く　′′′　′　　r J i′く′、・’∴’㍗．ハ　′　′く　．Cノと′’下　人ノら1つ′了′′＝＼ノ、／ノ　∴mi一′バi藍

、′　メ′〆　∴．、′‘′′′　′、‥1′　　′．′・　ニ′ノ　二　。∴言÷′一、咋・∴：′一、、二　一∴与㌦∴性ふん∴メ、リ、潔

を垂下させて折る。　は集線文を地文に幅広の法線を垂下させている。　の縄文はRLの単節縄文である。

所農　本跡の時期は汐　出土遺物から縄文時代中期後貴伽曽刹E‡式期）と考えられる。
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第352図　第429号住居跡出土遺物実測図

第429号住居跡出土遺物観察表

10clu

L　　；　　」

図版番号 器　　種計測値（Gm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第352図 深　　鉢A〔21．0〕ロ線部から胴部の破片。キャリバー形の器形で，RLの単節縄文を地文に，砂粒・石英・雲母P16810％　PL51
1 縄文土器B（10．2）隆帯と沈線による渦巻文と区画文が施された口縁部文様帯をもつ。胴部に赤色粒子 覆土

は横位あるいは斜位に浅い沈線が施されている。 にぷい橙色

良好

加曽利EI式

第430号住居跡（第353図）

位置　調査区の南東部，D15gl区。

重複関係　第432号住居跡及び第2474号土坑，第2481号土坑，第2504号土坑，第2505号土坑の覆土に二つの炉及

びピットが確認されたことから，重複する遺構より新しい。

規模と平面形　長径〔4．30〕m，短径〔4．05〕mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－260－W

床　ほぼ平坦で，硬化面は確認できない。

ピット　7か所。Pl～P5は径33～73cmの円形で，深さは40～73cmである。規模と配列から主柱穴と考えられ

る。P6，P7は径43～50cmの円形で，深さは44～46cmである。位置と規模から補助柱穴と考えられる。

炉　2か所確認されている。炉1は中央より北側に付設されている。長径72C皿，短径60cmの楕円形である。炉

床は赤変している。炉2は中央より東側に付設されている。長径48cm，短径41cmの楕円形で，炉床は，炉1と

同じく赤変している。
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第353図　第430号住居跡・出土遺物実測図

遺物　縄文土器片109点，土製耳飾り1点，土器片円盤1点が出土している。第353図9の土製耳飾り，10の土

器片円盤は覆土から出土している。1～6は深鉢の口縁部片である。1，2は棒状工具による押圧が付された

紐線文が施されている。胴部には斜行する条線文が施されている。3～5はRLの単節縄文が充填された隆起

手法による帯縄文が施され，6はコブ状突起のつく隆起手法による帯縄文が施されている。7，8は探鉢の胴

部片で，7は沈線手法の帯縄文をもち，以下に斜行する条線文が施されている。8はRLの単節縄文が充填さ

れた隆起手法による薄い帯縄文が施され，胴部の帯縄文と条線文を押し引き刺突文で区画している。

所見　本跡は，第432号住居跡の上面で確認されたため，土層及び壁の立ち上がりは確認できなかったが，炉及

びピットから住居跡の規模を推定したものである。出土土器は加曽利E式期と安行1・2式期のものが多くみら

れるが，重複する遺構の新旧関係と出土遣物から判断すると，時期は縄文時代後期後菓（安行2式期）と考えら

れる。

第430号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）

形状 及 び文 様 の特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第35 3図　 9 土製耳飾り （4．2） － 1．8 （9．0） 95 H 字状の断面形を呈し，キザミを有する。 D P 3　 覆土

10 土器片円盤 3．0 2．9 0．9 （8．3） 95 無文。 D P 4　 覆土
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第超遜瑠考健腰跡（第354図）

位置　調査区の南東部　D摘e　区。

重複関係　北側部分を第2521号土坑第2522号土坑に掘り込まれている。第2524号土抗覆土上面を貼床にしている。

親機と平面形　長径5．0m　短径。詔mの楕円形である。

主軸方向　N－230－W

第誠図　第鯛考健腰静実測図

－411－
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壁　壁高は34～5旋mで　ほぼ垂直に立ち上がる。壁藩が全属している。

床　ほぼ平坦である。

ぽッ匪・＋7か所。Plタ　P3～P6は長径38～56cm芦短径36～娩mの楕円形でタ深さは55～93cmである。規模と配

列から主柱穴と考えられる。P2，P7の性格は不明である。

炉　中央に付設されている。長径69cmタ短径58cmの楕円形で，床面を路撒ほど掘りくぼめた地床炉である。炉

床は赤変碩化している。

炉土層解説

1黄橙色　　ローム太ブロック多量

2　橙　　色　　焼L中ブロック中量

3　明赤褐色　　焼上中ブロック少量

4　橙　　色　　焼土粒子微量

尊堂　6層に分層される。自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒－j「一少量　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　　ローム粒子微鼠　炭化物少量　　　　　　　　　　5　暗褐色　　ローム粒子中量

3　暗褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック少量　　　　　　6　暗赤褐色　焼土粒子中量

遺物　縄文土器片523点及び土器片錘温点が出土している。第355図1の採乳　2～4の深鉢の目線部片，5の

把手，の深鉢の胴部からロ緑部片芦　～膵の採鉢の底部から胴部の破片言の土器片錘は覆土から出土して

いる。H～臓は深鉢のロ緑部の破片で，隆帯で渦巻文を施し，区画内にはRLの単節縄文あるいは円形刺突文

が施されている。14～16は深鉢の胴部片で，摘は複節縄文を地文に法線が施され言はLRの単節縄文を地文

に，3本単位の洗練を垂下させている。16はRLの単節縄文を地文に波状の法線を垂下させている。

所農　本跡の時期は芦　出土遺物から縄文時代中期後葉伽曽利EI式期）と考えられる。

第鯛号健腰跡出藍遺物観察湊

第355図

l

深　　 鉢

l

A　 15．4

I

胴部は外傾士て立ち上がり，日綾部は内攣するご地文はL R の単節縄文で 砂粒

l

P 8　 70 0b　P L 5 1

1 縄文土器 B　 20．2

C　　 7．0

口緑部は無文である。 にぷい褐

普通

覆土

加曽利 E I 式

2

深　　 鉢 A 〔25．0〕 ロ綾部片。日経部は突起 をもち，わずかに内攣する。目線端部の洗練が突 砂粒 P 9　 5 ％

縄文土器 B （10．0） 超につなが り渦巻文を描いている。日経部は，隆帯による半月状あるいは 橙色 覆土

円形の区画内にR L の単節縄文が施 されている。 普通 加曽利 E I式

3

深　　 鉢 B （6．郎 目線部片。上方に突出する突起 をもつ。ロ綾部には隆帯による渦巻文及び 砂粒・長石・スコリア P lO　 5 ％

縄文土器 区画文が施 され，区画内にR L の単節縄文が施 されている。 灰黄褐色

普通

覆土

加曽利 E I式

4

深　　 鉢 A 〔16．0〕 日録部片。目線部は内攣する。ロ緑部には沈線 と隆帯で区画文及び渦巻文 砂粒 P l 1　5％　P L 5 1

縄文土器 B （5．2） が施され，区画内にR L の単節縄文が施されている。頚部には横位の洗練 暗褐色 覆土

が施されている。 普通 加曽利 E 工式

5

深鉢把手 B （10．9） 眼鏡状把手を有する目線部片。孔に沿って，洗練及びキザ ミが施されてい 砂粒・雲母・バ ミス P 12　 5 ％

縄文土器 る。ロ縁部は沈線を有する隆帯によって区画され，区画内には横位あるい にぷい褐色 覆土

は斜位に沈線が施 されている。 普通 加曽利 E I式

6

深　　 鉢 A 〔21．6〕 胴部から目線部の破片。胴部は外反して立ち上がる。地文はR L の単節縄 砂粒・長石・スコリア P 13　25％ P L 51

縄文土器 B （18．4） 文でロ綾部に厚みのある隆帯が貼 り付けられている。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利 E I式

7

深　　 鉢 B （27．8） 底部から胴部の破片。胴部中位にはL R の単節縄文を地文に，2 本単位の 砂粒 P15　20％　P L 5 1

縄文土器 C　 lO．0 沈線を垂下させている。 にぷい黄橙色

普通

覆土

加曽利 E I式

8

深　　 鉢 B （10．1） 底部から胴部の破片。胴部はわずかに内攣 して立ち上がる。無節縄文が施 砂粒 ・石英 P 16　20％　 P L 5 1

縄文土器 C　　 7．8 されている。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利 E I式
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第356図　第431号住居跡出土遺物実測図（2）

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第355図 深　　 鉢 B （13．0） 底部から胴部の破片。胴部は内野して立ち上がる。 R L の単節縄文を地文 砂粒 ・スコリア P 17　30％　P L 51

9 縄 文土器 C　　 6．0 に，沈線による懸垂文及び蕨手文が施 されている。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利 E I 式

10

探　　 鉢 B （10．1） 底部か ら胴部の破片。胴部はわずかに内管 して立ち上がる。地文はR L の 砂粒 P 18 10 ％　P L 5 1

縄文土器 C 〔6．3〕 単節縄文である。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利 E I式

図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形状 及 び文 様 の特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第356図 17 土器片錘 5．1 3．7 0．7 （24．0） 95 無文。 D P 5　 覆土

第432号住居跡（第357図）

位置　調査区の南東部，D15gl区。

重複関係　西壁際部分を第2474号土坑に，東側部分を第2449号土坑，第2479号土坑，′第2487号土坑に，南側部

分を第2481号土坑，第2504号土坑に，中央部分を第2505号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．19m，短軸（3．55）mで，隅九長方形と推定される。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは長径64cm，短径50cmの楕円形で，深さは51cmである。P2は長径32cm，短径23cmの楕円

形で，深さは34cmである。性格は不明である。

覆土　2層に分層される。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片259点，獣骨片が出土している。第357図1の深鉢の胴部からロ縁部の破片は覆土から出土し

ている。2，3は深鉢のロ縁部片で，隆帯で渦巻文が施されている。4は深鉢の胴部片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第432号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第357区l 探　　 鉢 A 〔36．0〕 胴部からロ綾部の破片。波状口緑で口緑部は内管する。口緑端部に厚い隆 砂粒 ・石英 ・雲母 P 19 10％　 P L 52

1 縄文土器 B （16．9） 帯が貼り付けられ，隆帯に沈線が施されている。ロ繰部は隆帯により区画 灰褐色 覆土

され，区画内に縦位の沈線が施されている。胴部にはR L の単節縄文を地

文に，浅い沈線でクランク文が施 されている。

普通 加曽利 E I式
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第357図　第432号住居跡・出土遺物実測図
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第433号住居跡（第358～360図）

位置　調査区の南東部，D14dO区。

重複関係　東側部分を第2494号土坑，第2511号土坑に掘り込まれ，南側部分を第2503号土坑に掘り込まれてい

る。さらに，北側部分で第435号住居跡，第436号住居跡と重複しており，本跡が新しい。

規模と平面形　長径〔5．10〕mで，楕円形と推定される。

主軸方向　N－60。－W

床　ほぼ平坦で，全面に硬化面がみられる。壁溝が北側部分と南側部分に残存している。

ピット　13か所。Pl～P4は径30～40C皿の円形で，深さは40～70cmである。規模と配列から主柱穴と考えられ

る。その他のピットの性格は不明である。

炉　中央より北西側に付設されている。長径133cm，短径105cmの楕円形で，床面を15cmほど掘りくぼめた地床

炉である。炉床は赤変硬化している。
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炉土暦解説

1　暗赤褐色　　ローム粒子・焼上粒子少量

2　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量

3　暗赤褐色　　焼「粒了・・焼土ブロック多量

‥1、二、　ゝ　′　′．・∫‥　′′′ノ′工‘－′・・、つ㌧・′‥′′　　′′ノ、′　′．′ノ′　一．ノ∴　′　一／：ノ　言．∴

土層解説

1　暗褐　色　　ローム粒子中量

2　暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物少量

3　褐　　色　　ローム粒子・ローム小プロ、ノク中量

・、∴　′　・′、・　　　　　′′．工、く∴く　′′ノ′ノ∴′′′く・‥、′・．、、、，　′′．′∴‘・′－、′′′了　′，′ノ、ノ＼．

′　　　　′　　′　　　　　　／　∴　　　　、′′′、′ノ　′；、　　′ン．′ノ　　ー　′　′・・ノノ　ノ　　ノ　！．′′、否．日．

′　　　　′・　ノ　′　ノ′　、′　・′ノ　ー　′　　　∴・′′∴　‥　一ノ、′、′　′　t　ノミ′　　′ま′ミニ、、又亮′′′、工娯㍉′、享、′p、′′ヒ

ノ・∴・、　′・ノ、′′′′；、　　くノ　′　　　　．ヾ　ノノ　′l　′　ノ‥一　ノ・／′＼∴！J．′ら∴　′ウ〕∵∴・車十工、Cが′∴

されている。　は監Rの単節縄文を地文に太い洗練の磨滑懸垂文が施されている。鋸孟毘監の単節縄文を地文

に3本沈線の磨消懸垂文が施されている。

′＼ノ、∴　∴　一、　　　言ち／ノ、′．　∴　・、．′′ノ：／　′′・、′二・一く　∴ふ′　′　イ／′′）；言「．

‾　ノ：∴・－　、l、　　　　ふ　∴’1．・

図版番号　 券　 種　 謝儀kmラ　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 恒 を色調を焼成
備　　　 考

第360回　　 深　 鉢　 A 〔30．の　 胴部から口縁部の破片∵胴部は外傾し，目線部はわずかに内攣する十日緑　 砂粒 P 20 10％　P L52

1　　　 縄文土器　 B （丑 の　 部には2本の沈線が施され，沈線内に円形刺突文が施されている予胴部は　 にぷい橙色 覆土

撚糸文を地文に，横位に施された洗練間を麿吊肖している．　　　　　　　 普通 加曽利E Ⅲ、Ⅲ式

－417－



惜喝 12
I5

第360図　第433号住居跡出土遺物実測図
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図版 番号 器　　 極 計測値 （qm ） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第360図 深　　 鉢 B （11．5 ） 胴 部片。胴 部 はわず か に内轡す る。撚糸 文 を地 文 に沈線 に よ りT 字状 文が 砂粒 ・ス コ リア P 2 1 15 ％　 P L 52

2 縄 文土 器 施 され，沈 線 間 を磨 り消 してい る。 黒褐 色

普通

覆土

加曽利E u ～Ⅲ式

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値 （cm ） 重　　 量

（g ）

現 存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第360 図10 土器 片鐘 3 ．6 3 ．3 1．0 （19 ．0 ） 95 撚糸 文。 D P 6　 覆土

11 土器片 鐘 4 ，6 2 ．5 1．3 （19．0 ） 95 沈線 及び単節 縄文 R L 。 D P 7　 覆土

第435号住居跡（第358・359・361図）

位置　調査区の南東部，D14co区。

重複関係　北西部分を第2499号土坑に掘り込まれ，第433号住居跡，第436号住居跡と重複している。第436号住

居跡との新旧関係は不明であるが，第433号住居跡より古い。

規模と平面形　炉及び床面だけの確認のため，不明である。

主軸方向　〔N－20。－E〕

床　ほぼ平坦で，炉の周囲に硬化面がみられる。

炉　長径72cm，短径60C皿の楕円形で，床面を11cmほど掘りくぼめ，探鉢を埋設した土器埋設炉である。炉床は

赤変硬化している。
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第361図　第435号住居跡出土遺物実測図
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炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子中量

3　暗赤褐色　　焼土粒子少量

覆土1層。下層部のみの確認であるため，その堆積状況は不明である。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物少量

遺物　縄文土器片75点が出土している。第361図1の胴部下半を欠失した加曽利EI式期の探鉢は，炉に埋設さ

れて出土した。2，3は深鉢の口緑部片である。2は隆帯による区画内に撚糸文が施されて，3は隆帯で渦巻

文が施されている。4は探鉢の胴部片で，複節縄文を地文に2本沈線の磨消懸垂文が施されている。

所見　本跡の時期は，炉体土器から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）である。第436号住居跡との新旧関係は

不明であるが，炉体土器の文様構成をみると，本跡の炉体土器は第436号住居跡のものより古いと考えられる。

第435号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第36 1図 深　　 鉢 A　 18．6 胴部か ら口綾部の破片。キャリバー形の器形で，陸橋 と沈線による区画文 砂粒 ・長石 ・雲母 P 22　50％　P L 52
1 縄文土器 B （1 1．3） 及び渦巻文が施された口緑部文様帯ををもつ。ロ縁部及び胴部の地文はR にぷい赤褐色 炉埋設土器

L の単節縄文である。 普通 加曽利E I式

第436号住居跡（第358・362図）

位置　調査区の南東部，D14co区。

重複関係　北側部分を第2499号土坑に掘り込まれ，第433号住居跡，第435号住居跡と重複している。第435号住

居跡との新旧関係は不明であるが，第433号住居跡より古い。

規模と平面形　炉及び床面だけの確認のため，不明である。

主軸方向　〔N－0。〕

床　ほぼ平坦で，炉の周囲に硬化面がみられる。

炉　長径86cm，短径68cmの楕円形で，床面を20cmほど掘りくぼめ，深鉢を埋設した土器埋設炉である。炉床は

赤変硬化している。

炉土居解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量

2　暗赤褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化物少量，焼土粒子中量

3　暗赤褐色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，焼土粒子少量
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遺物　縄文土器片111点，敵石1点及び石製垂飾り1点が出土している。第362図1の胴部下半を欠失した加曽

利EⅡ式期の深鉢は，口緑部まで埋設された状態で炉内から出土している。口縁部から胴部にかけて火熱によ

ると考えられる赤化がみられる。炉体土器と掘り方の間から，石棒片がはさまった状態で出土している。6の

敲石及び7の垂飾りは覆土から出土している。2，3は深鉢の口緑部片で，隆帯により渦巻文を施している。

4，5は深鉢の胴部片で，4は撚糸文を地文に沈線が施されている。5はLRの単節縄文を地文に2本沈線の

磨消懸垂文が施されている。

所見　本跡の時期は，炉体土器から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）である。第435号住居跡との新旧関係

は遺構の構築状況からは不明であるが，炉体土器はいずれも加曽利EⅡ式期に属し，口縁部の区画及び文様構

成をみると，本跡の炉体土器は加曽利EⅡ式期の新しい段階のものと考えられる。

第436号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 桂 計測値 （皿） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第36 2図 探　　 鉢 A　 20．9 胴部からロ緑部。キャリバー形の話形で，隆帯 による区画文，渦巻文及び 砂粒 ・雲母 P23　70％　P L 52

1 縄文土器 B （20．1） 楕円形文が施されたロ緑部文様帯をもつ。区画内にはR L の単節縄文が施 橙色 炉埋設土器

されている。胴部にはR L の単節縄文を地文に，2 本沈線の磨消懸垂文が

施 されている。

普通 加曽利E Ⅱ式

図版番号 券　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（0m） 帽（皿） 厚 さ（甜） 重量（g ）

第362図6 蔽　　　 石 9．6 8．4 4．4 （49 5．0） 安　 山　 岩 Q 2　 覆土

7 石製垂飾 り 3．3 1．1 0．9 （5．35） ビ　 ス　 イ Q 3　 覆土

－420－
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規模と平面形　楕円形と推定される。
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覆羞　層に分層される。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土暦解説

1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物微量
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重複関係　第職者住居跡の東側部分を床下まで掘　込み　覆土上層を第器摘号土塊に掘　込まれている。

規模と平面形　楕円形と推定される。
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覆土　3層に分層される。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子多量，炭化物微量

遺物　縄文土器片34点が出土している。第364図1は波状口緑を呈する口緑部片の突起，2・3は探鉢の口綾部

片で，覆土から出土している。4は隆帯に沿って連続刺突文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。

第438号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（仰） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第364図 深鉢突起 B （8．2） 波状口線の端部に付けられた三角形状の突起。口緑部はわずかに内野する。 砂粒 ・雲母 P 24　 5 ％

1 縄文土器 ロ緑端部から突起頂部に断面三角形状の隆帯が続 き，頂部から断面三角形 明赤褐色 覆土

状の隆帯が垂下している。 普通 阿王台Ⅱ式

2

深　　 鉢 B （5．2） 口綾部片。口綾部を区画 した断面三角形状の厚い隆帯上にキザ ミが施 され 砂粒 ・石英 ・雲母 P 2 5　 5 ％

縄文土器 ている。区画する隆帯に沿って半裁竹管による結節沈線文が施され，区画 スコリア 覆土

内には山形沈線文が施 されている。 灰黄褐色

普通

阿王台Ⅲ式

3

深鉢把手 B （9．0） ロ緑端部から続 く幅広の隆帯が三角形状の突起の頂部で交わり．把手の片 砂粒 P 26　 5 ％

縄文土器 面に沈線が施されている。 灰黄褐色

普通

覆土

阿王台Ⅲ式

惑・二会

第364図　第438号住居跡出土遺物実測図
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第439号住居跡（第365図）

位置　調査区の南東部，D15el区。

重複関係　第433号住居跡及び第2493号土坑の上面で土器埋設炉のみが確認された。

主軸方向　〔N－580－W〕

炉　長径114cm，短径87cmの楕円形で，探鉢を口緑部まで埋設した土器埋設炉である。炉床は赤変している。

炉土居解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子多量

2　暗赤褐色　　焼土粒子少量

3　暗赤褐色　　焼土粒子中量

4　暗褐色　　焼土粒子少量

遺物　縄文土器片46点が出土している。第365図1の探鉢は炉埋設土器で，胴部下半を欠失している。胴部から

ロ緑部にかけて火熱による赤化がみられる。

所見　本跡の時期は，炉体土器から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）である。
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第365図　第439号住居跡・出土遺物実測図

第439号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第36 5図 深　　 鉢 A　 24．0 ロ緑部の一部及び胴下半部欠乱 キャリバー形の器形で，隆帯と沈線によ 砂粒 ・長石 P 27　50％　P L 52

1 縄文土器 B （1 9．0） る渦巻文及び区画文が施 されたロ繰部文様帯をもつ。区画内には複節縄文 にぷい橙色 炉埋設土器

が施されている。口緑部 と胴部は隆帯で区画され，胴部には複節縄文を地

文に， 2 本沈線の磨消懸垂文が施されている。

普通 加営利E Ⅱ式

第440号住居跡（第366図）

位置　調査区の南東部，D14d9区。

重複関係　東側部分を第431号住居跡に掘り込まれ，北側部分を第2516号土坑に，中央部分を第2515号土坑に掘

り込まれている。

規模と平面形　楕円形と推定される。

壁　壁高は5cmで，外傾して立ち上がる。

第366図　第440号住居跡実測図

－423－
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床　平坦である。

ピット　2か所。Plは径34cmの円形で，深さは51cmである。P2は径32C皿の円形で，深さは42cmである。

性格は不明である。

覆土1層。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1　にぷい褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

所見　本跡は出土遺物が無いが，確認した層位及び遺構の形態から縄文時代と考えられる。

第452号住居跡（第367図）

位置　調査区の南東部，D14g9区。

重複関係　炉のみの確認で，炉の西半分を第2420号土坑に，北側を第2517号土坑に，南側を第2401号土坑にそ

れぞれ掘り込まれている。

主軸方向　〔N－440－W〕

床　平坦で，炉の周囲は硬く踏み固められている。

炉　長径68cm，短径57cmの楕円形と推定され，深鉢を埋設した土器埋設炉である。炉床は赤変している。

遺物　第367図1の深鉢は炉埋設土器で，胴部が埋設され，その中から2の凹石が出土している。

所見　本跡の時期は，炉埋設土器から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）である。

第452号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第367図 探　　 鉢 B （7．7） 胴部片。胴部はわずかに外反する。撚糸文を地文に， 2 本沈線の磨消懸垂 砂粒 ・長石 P 28 15％　P L 52

1 縄文土器 文が施 されている。 にぷい橙色

普通

炉埋設土器

加曽利 E Ⅱ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（qm） 重量（g ）

第367図 2 凹　　 石 （8．9） （4．9） 2．8 （186．0） 雲 母 片 岩 Q 4　 埋設土器内　 覆土

0　　　　　　　1m

l l　！

第367図　第452号住居跡・出土遺物実測図
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第478号住居跡（第368図）

位置　調査区の東部，D14C7区。

重複関係　西側部分を第2868号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径〔3．48〕m，短径〔3．16〕mの楕円形と推定される。

長径方向　〔N－160－E〕

床　平坦である。

ピット　2か所。Plは長径45cm，短径32cmの楕円形で，深さは74C皿である。P2は径35cmの楕円形で，深さは

76cmである。位置と規模から主柱穴と考えられる。

遺物　縄文土器片134点が出土している。第368図1，2は深鉢の口緑部片である。1は隆帯による区画内にR

Lの単節縄文が施されている。2はRLの単節縄文を地文に隆帯が斜位に貼り付けられている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第368図　第478号住居跡・出土遺物実測図
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第499号住居跡（第369図）

位置　調査区の中央部，C13go区。

重複関係　南壁際を第2923号土坑，第2924号土坑に，西側部分を第2929号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

主軸方向　〔N－2。－E〕

ピット　6か所。Pl～P6は径32～42cmの円形で，深さは34～114cmである。規模と配列から主柱穴と考えられ

る。

炉　中央より北西寄りに付設されている。長径62cm，短径58cmの楕円形で，床面を31cmほど掘りくぼめ，炉内

の西側に探鉢の胴部が埋設された土器埋設炉である。炉床は赤変硬化している。

炉土居解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子多量

遺物　縄文土器片10点が出土している。第369図1の深鉢の胴部片は覆土中から出土している。2は深鉢の口緑

部片で，区画内に斜位の沈線が施されている。3は深鉢の胴部片で，無節縄文が施されている。

－425－



所見　本跡の時期は，炉体土器から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）である。本跡は，谷津に向かって緩や

かに傾斜する斜面に確認され，覆土及び床の確認はできなかった。

第499号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第36 9図

1

深　　 鉢

縄文土器

B （14．4） 胴部片。胴部はわずかに内轡する。地文はR L の単節縄文である。 砂粒・雲母・スコリア

褐灰色

普通

P2 9　 5 ％　P L 52

覆土

加曽利E I 式

、－－－－－一一一一
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第369図　第499号住居跡・出土遺物実測図
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第500号住居跡（第370図）

位置　調査区の中央部，C14C3区。

重複関係　中央部分を第2952号土坑に掘り込まれ，東側で第2951号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

十

∈
寸

▼．

耳

｛‡・l 官21

．、：．：

7　　　　　　　　　　　　　　8

第370図　第500号住居跡・出土遺物実測図
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魔　はぼ平坦である。

′　ニ　　　　　　　　　ノ・′ノ　′

藍位置から室櫨衆と考えられる。

澄羞　　層に分層される。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1　褐　　色　　ローーム粒子少量，しトーム小ブtJ、ソク・炭化粒Jサー少量

2　褐　　色　　ローム粒‾巨11量．ロー…ム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片摘説蕉及び磨製石斧紅塵が出土して折る。第欝図拓　の深鉢把手片及び　の磨製石斧は穫

′

′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　′

施されている。8は隆苦に沿って結節沈繰文が施されている。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

第鯛聾健腰静出藍遽磯観察嚢

図紺 項 器　 橙 計測値南扇 器 形 及 び 文 棟 の 特 徴　　　　 匪 日 掛 機 引　 備＋ 考

第370図　　　 深　　 鉢 B　纏ゆり 粘土紐 を渦巻状に貼 軋　 中空部分を粘土で埋めている。端部にキザ ′　が施　 砂粒の雲母をスコーア　 ㌘諏　　 ％

1　　　　 縄文土器 されている＋ にぷい橙色 覆工

普通　　　　　　　 阿王台Ⅲ式

深　　 鉢 B　綾瀬 孔 を取 り巻いて昔苗が㌣字状∴貼り付㍉∴れ　 降帯 言ハ㍉∵㍉＼ン先状工共　 砂粒 ・長右 ・雲母　 P 3 1　 5 ㌔

2　　　　 縄文土器 により刺突文が施 されている∵ 橙色 覆土

普通　　　　　　　 阿王台Ⅱ式

河版番号 器 擾 長軸　 酌mラ；厚さkm言鷹　 i 石　 質　　 備

童謡 〕 石　 質 i　 ノ解＋ ＋　 考
那凋魁 磨製石斧巨 ゆ9＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿…＿＿＿＿＿　ず2 i ず9 翻 ラ　恒… 岩　巨鍼 魁

鰍矧憾健凰妙　緒齢矧郵

′　　　′　　′

′ノ　　　ノ　′

患軌熟鞠＋拍距亮誉＋酎

ノ、′、′、一　ノ′　、　　　　　　　　　　′ノー′

床　平坦である。

－　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三′　‘′　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　′

る。その他のピッ　の性格は不明である。

ノ∴・　　1′　　　′′　　　　　　　　　　　ノ、　　　　′　　′　　　　　．・ノミ∴　　　　　　　　　　′．′′ノ　ハ′

は赤変硬化している。

炉土居解説

1　極暗褐色　　ロー一一一一l・ム粒子・焼士粒j二一少量

2　暗褐　色　　ローーム粒J’・中量，焼‖甘辛微量

3　暗褐　色　　ローム粒子少鼠　焼l二粒召散量

Ll　褐　　色　　ローーム粒Jナー・焼t粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒j二・焼L粒子少量

遺物　縄文土器片12．1点が出土している。第372図1の深鉢の胴部から口縁部付近の破片は炉に埋設された状態

ノ　　′　′′．′．、′∴ノ．　J　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′．

ー4u28－



㊨

腐
◎　　　　　　　　　　　　　　空間

』　　　姦
窮野図　第劉考健腰妙案潮流

′′　　　　′　′　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　・・

等替えの紺能性が考えられる。

窮鯛聾健腰静出藍逸機観察嚢

図版鮒 i 器　 種 計醜 行m ラ　　　　　　　　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴　　　　　　　　 胎土の色調 の焼成　　 備　　 考

第372図　　 深　　 鉢 B　弔 ．申　 胴部から目線部付近の破片．頚部はくびれる∴地文はR L の単節縄文で，　 砂粒 ・スコリア　　 P 32　5 0。P L 52

1　　　　 縄文土器 日福部と胴部は， 2 本単位の波状沈線及び横位の沈線により区画されてい　 にぷい褐色　　　　 炉埋設土器

る÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普適　　　　　　　 中峠式

深　　 鉢 B　り0．2） 胴部片㍉胴部はわずかに内攣するご胸部上位には交互刺突文が施され，以　 砂粒 ・長石 ・雲母　 P 33 159。 P L 52

2　　　　 縄文土器 下はR L の車節縄文を地文に　 断面カ∵ボ」状の隆苗が貼られ，三角形状　 黒褐色　　　　　　 覆土

の区画を作っている∴隆帯には縄文が施され，隆帯に沿って半裁竹管によ　 普適　　　　　　 中峠式併行

る2 本単位の浅い沈線が施されているご

－429－



第372図　第501号住居跡出土遺物実測図
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嚢撃　前田尉遽静掴匿縄霊噂慌健腰静…覧蔑

419 D 14j7iN‾50㌧W 楕円形 3・61×3・当 針欄 上欄 つ 4 1 － － － 自然　探鉢 中峠式期 SK－2361，2367（より古）

421 D 14j8〔N－200－E〕隅丸長方形 5．37×4．25
16～26 巨 坦

7 8 － 1 人為 深鉢，麿右 加曽利EトⅡ式期 SK仙2371，2369，2372（より古）

422 D 14jO N一線－E 〔楕円形〕〔5．1ユ×3瀾〕
16 巨 坦

2 － － 1 人為 鉢，深鉢，蓋 加酎UEト蟻期 SK－2364，2376，23軋2430，2432，2476はり古）

424 D 14 i9〔N－440－W〕〔楕円形〕
〔3・65×3・37〕巨 2　 巨 坦

2 － － － － 自然 深鉢 加曽利E工Ⅲ式期 SK－2394，2393，2400（より古）

425 D 15 i3〔N…7㌧E〕楕円形
4・46×3・5車 … 1 極 目 同 一

－ － － 自然 深鉢 不明 SK－2426，2425，2422（より古）

427 D 14f9〔N－333－E〕欄丸長方形〕
5・0… 車 用 巨 坦 3 巨 上

－ …　自然　深鉢 加曽利EⅡ～Ⅲ式期華離職潤一2475調，2峨粧251畠，2痛脚繍

428 D 14fO
！

20 平班 －
つ つ －

ー　不明　粗ミニチュア，土断円盤加曽利E I式期 Sト427　SK－2427，2488，2489

429 D 14go
… 弓

隅丸長方形
桓 ×4・42

6、10 平坦 －
5 回 － …　自然 深鉢 加曽利E I式期 SK－2428，2471，2567．2491，2415，2435

430 D 15gl
… 冊 恒 冊 恒 ×4調 極 上 巨

2 －
2 「
舶拍胤土碁冊盤安行2式期 S「432　SK－2474，2481，2504 ，2505

可
D 14e9
恒 … 再 読

5．09×3．72 34～55 平坦 － 7 － －
1 恒
深鉢，土器片錘 加曽利E I式期 SK－2521，2522

432
D 15gl恒 46…中 丸長方形〕4・19×（3・55恒 5 極 上 「 2 「 叫 碑

加曽利E I式期 SK－2474，2舶9，2479，2487，2481，2504，2505

433 D 14dO
N－腑 車 靴 〕〔5．10〕× 桓 巨 β 弓 9 つ …

1 人為 深鉢，土器片錘加曽利E Ⅲ式期 Sト435，436　SK－2494，2511，2503

435 D 14co
〔N…20ローE〕！ 巨 坦 つ … つ …

1 不明 深鉢 加曽利E I式期 炉埋設　 Sト433，436　SK≠2499

4中 仙 巨 可 巨 坦 つ 1
自然 深鉢，敲石，垂飾加曽利E □式期 炉既設　Sト433，435　SK←2499

可 D 14C9恒 0－車 絹 形〕
4．50×3．40

16 極 車 車 上 つ －
自然 阿土台式期以前 S「438　SK－2508

438 iD 14C恒 20司 〔楕円形〕
×4．30
㌶ 上級 「 つ 1 「

－
つ 不明
探鉢 阿王台：～Ⅲ式期 SL 437　SK桝2615

可 加 恒 叫 ！
－ － 1 自然 探鉢 加曽利EⅢ式期 炉埋設　Sト絹3　S紅2493

′ノ可 D 摘d9　　 桓 円形〕 5・封×　 巨 鞘 「 「 巨 「 － 1 不明i
不明 S「431 SK｝2516，2515

45車 4中 潮 司 極 上 主 上 「 「 「 唇
深鉢，凹石 加曽利E Ⅲ式期 炉埋設　 SK－2420

4可 D 14C恒 紺 桓 欄
ほ48×3，16〕

桓 車 車 上 ト ト 1 不明
探鉢 加曽利E I式期 SK岬5868

4中 可 腑 斗 踊
〔5瀾×5．08〕 主 上 巨 上 目 － 1 纏

深鉢 加曽利E l式期

5中 1中 砧 中 翻
5．47×3ヰ83 12～22

平可 つ 2 上 目 ロ ー 自然
深鉢，磨製石斧 阿王台皿式期 SK騰2952

50車 3e7恒 。－E〕！楕円形
．鋪×4．45 8～10

平坦 回 6 巨 主 上 上 唇
深鉢 中峠式期 炉埋設
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位置　調査区の南東部，D14go区。

重複関係　第2射5号土坑，第2435号土坑を掘り込んでいる。

規模磨平面形　長径［ま。66］m　短径持。髭　mの長楕円形と推定され　深さは射cmである。

長径方向　N－580－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

尊皇　2層に分層されタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ロ・－1ム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒ゴ’一中量，炭化物少量

遺物　縄文土器片18点が出土している。

埋涛洗骨，埋葬された状態で出土した人骨は　頭位がN…鮒○…Wを向凱埋葬姿勢は膝立屈葬である。

所農　本跡の時期は，縄文時代中期複葉　加曽利E　式期　の士坑を掘　込んでいること及び縄文時代中期の

覆土と類似することから縄文時代中期の土坑墓と考えられる。

：㍉∴

／　　sK2435

＼

、　　－　．－■　．－　－　－　．－

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

－　　　　∴　　‥　　l　‥

㊨

l一　二二‾‾　l　‖‥‾‾．ニ　‾‾二　l二‘

第野図　第劉闘考量境実測図
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（3）土坑

第2357号土坑（第374図）

位置　調査区の南東部，D14h7区。

規模と平面形　径2．08mの円形で，深さは21cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは中央部に位置し，径28cmの円形で，深さは60cmである。P2は東壁際に位置し，長径38

cm，短径32C皿の楕円形で，深さは74cmである。P3は南側に位置し，長径32cm，短径21cmの楕円形で，深さは

18cmである。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片23点，磨石3点が出土している。第374図3～5の磨石は覆土下層から出土している。1は深

鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文に沈線による渦巻文が施されている。2は探鉢の胴部片で，地文はR

Lの単節縄文である。

・＝

（か　A22．2m

第374図　第2357号土坑・出土遺物実測図
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所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2357号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（0m） 帽（qm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第374図 3 磨　　 石 7．7 6．9 4．6 （405．0） 緑色凝灰岩 Q 7　 覆土下層　 凹石兼用

4 磨　　 石 7．1 6．5 3．9 （310．0） 安　 山　 岩 Q 8　 覆土下層　 凹石兼用

5 磨　　 石 8．1 6．2 4．5 （374．0） 安　 山　 岩 Q 9　 覆土下層　 凹石兼用

第2361号土坑（第375図）

位置　調査区の南東部，D14j6区。

重複関係　第419号住居跡の西側部分を掘り込んでいる。

規模と平面形　径0．70mの円形で，深さは47cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土眉解説

1暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片93点が出土している。第375図1は深鉢の口縁部片で，縄文はRの無節縄文である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

4品slご

旦22．。m

TTl手‾′

0　　　　　　1m

L l i

第375図　第2361号土坑・出土遺物実測図

3　暗褐色
4　時赤褐色
5　暗褐色
6　黒褐色

第2364号土坑（第376～379図）

位置　調査区の南東部，E14ao区。

重複関係　第422号住居跡の南壁と第2376号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　径2．40mの円形で，深さは304cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土18層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　　炭化物少量・焼土粒子微量

ローム粒子少量，炭化物微量
炭化粒子・焼土ブロック中量，炭化物少量
ローム粒子少量，炭化物微量，3層より明るい
炭化物多量，壌土粒子少量
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7

8

9

10

m

鼠2

温3

温4

且5

摘

温7

鼠8

遺物

暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
褐　色

黒褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色
暗褐色

「トム粒子少＿軋　炭化物微量言層よ　川音い

り－ム粒声巨星，炭化物微量

U－ム粒子微量

［－fi色粘土ブUツク少量∴　炭化物多量

t‾コー…ム粒子中量，ローム小ブロック微量．炭化物少量

ロー．－ム粒子少量，炭化物多量，焼土粒召放置
ロー－ム粒j’一少量，炭化物多量

ローム粒j∴・炭化物少量

ローーム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量，炭化物少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローーム小ブロック・炭化物少量

ローーム粒「多量，ローム小プロ、ソク少量

′　　　　　　一　　　　　　　　　　　　ノ′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′′　ノ

′　′′　′　　　　′　　　　　　ノ　　　　　　　　　　・．　、

・　　　　　　　　　′．、　、、　∴ハ　　　　　．、ニ　′　′　　　　　　、、・・、　′ノ　′　　　　、′′、　　　　、　　．

、　　　　　　　　　　　　　　　一　　‥　　　　　　′　　　　　　　ニ　ノ　　　　、　　　　′

ノ　‥　　　　　　　　　　′　　　　　ノ　ヽ　　　　　　、　　　　　　　　　　ノ　ー　ノ、　　　、　　　　一　　　、

ノ　′一　　　　＼　　　　′　　　　．ノ　ノ　′・′ノ　ご一　　　　　　　　　　一　　・・

′′　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．′　　ノ　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′二．′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

・・　　　　　　　　　　　′　　、．　　　　、・・，ら1、　′へ．　′　　　　　　　．、　．　　　　　　　　．

．　　　　′　　′　　　　　　．　ノ・　Y・ノ・・＝・′l′ノ′　　　　　　′

′　　　　ノ　　　　ノ　　　ー　モ　ー′′　　′　‥メノ　．（、．′　′　　　　　　　′　　　　　　　・′　　　　　　で

′　′　ノ　　ノ　　ノ　∴、ノ′、ニ1′　　、ノ：　′　　≒′　′　′．　　　－　　　　　′　　　′　．

．　　′　　　′　　　　　　′　　　　て、　∴′　′′‥・ニ　ノ／：′　　　　　　　　　′　　　　　，

、′　　　　　　　　　　　′六′ノ・′・、l′ノ　　　′′、′－ユ　1．　　　′　∴

′、．、　　　　　　乞′へ　一了∴　一　了：：、∴　ノ　　′　　　　　　　　　　　．

、　　　　　　　　　　　　　　　　　．・－

図版番号棒　種i計測酌河　　　　港形及び文様の特徴　　　　恒瀾…剰　儲旨　考

第岩国深　鉢　Aはト1〕胴部から目線部の破片㌔波状口緑を呈する口縁部はわずかに外傾する∵口　砂粒・石英・　　P封　200。PL53

且縄文土器　B　t23．車　線部には渦巻文が施された小突起を有し，口唇部直下には沈線が施されて　スコリア　　　　覆土

いる∴胴部はLRの単節縄文を地文に，蛇行沈線文及び魔手文が施されて　黒褐色　　　　　堀之内1式

いる∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

深　　鉢　Å〔31．の　胴部から日録部の破片∵胴部上位にくびれをもち，目線部波状口緑。口緑　砂粒・雲母　　　　P35　20％　PL53

2縄文土器　B（23．3）部には沈線及び円形刺突文が施され，胴部にはRLの単節縄文を地文に沈　灰褐色　　　　　覆土

線による蕨手文及び蛇行沈線文が施されている．　　　　　　　　　　　普通　　　　　　堀之内I式

深　鉢　A〔21．6〕胴部から日録部の破片J円形刺突文及びキザミが施された3単位の小突起　砂粒・長石・石英　P36　30％　PL53

3縄文土器B（13．巾を有する。口唇部直下には洗練が施されている予胸部にはLRの単節縄文　にぷい赤褐色　　　覆土

を地文に蛇行洗練が施されている∵ 普通　　　　　　　堀之内I式

第377図深　　鉢　A〔28．0〕胴部から口緑部の破片。目線部はわずかに内攣する∵目線部は沈線により　砂粒・石英　　　P371的　PL53

4縄文土器　B（16．小　長楕円形に区画され，区画聞及び区画内に細い竹管による刺突文が施され　にぷい褐色　　　覆土

ている。胴部にはLRの単節縄文が施されている∴　　　　　　　　　　　普通　　　　　　堀之内I式

鉢　　A〔32．の　胴部から口縁部の破片÷胴部は外傾して立ち上がり，ロ綾部はわずかに内　砂粒・スコリア　　P38　209b

㍗○縄文土器　B（22．両攣する。口緑部には2本の沈線間に大きめの円形刺突文が施されている。　にぷい褐色　　　　覆土

胴部の地文はRLの単節縄文である∵　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　堀之内I式

6

深　鉢　Aは3．6］胴部からロ緑部の破片√口緑部は直線的に立ち上がる∵地文は無節縄文で　砂粒・長石　　　P39　20％　PL53

縄文土器　B　H6．臣　ある二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　覆土

普通　　　　　　　堀之内I式

7

深　　鉢　A　は2．0〕胴部からH綾部の破片．胴部はわずかに内攣する㍉地文は無節縄文である∴　砂粒・長石　　　PiO　2Oq。PL53

縄文土器　B　り5．7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　覆土

普通　　　　　　　堀之内I式
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第376図　第23朗号土坑・出土遺物実測図（1）
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第377図　第2364号土坑出土遺物実測図（2）
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第378図　第2364号土坑出土遺物実測図（3）
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第379図　第2364号土坑出土遺物実測図（4）

＼」∠7

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第377図 探　　 鉢 A 〔22．の 胴部から口綾部の破片。ロ緑部はわずかに内野して立ち上がる。地文はR 砂粒・長石・石英 P41 20％　PL53

8 縄文土器 B （30．0）Lの単節縄文である。 灰褐色

普通

覆土

堀之内I式

9

探　　 鉢

縄文土器

A　27．5

B （22良）

胴部からロ綾部の破片。口綾部は内野する。地文は撚糸文である。 砂粒・長石

にぷい褐色

普通

P42　70％　PL53

覆土

堀之内I式

第378図 深　　 鉢 B （19．7）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。R Lの単節縄文を地文に，3本一組 砂粒・長石・ P43 15％　PL53

10 縄文土器 の沈線を垂下させている。 スコリア

にぷい褐色

普通

覆土

堀之内I式

11

深　　 鉢 B （14．3）底部から胴部の破片。底部はわずかに突出し，胴部は外傾して立ち上がる。砂粒 P44　30％　PL53

縄文土器 C　　8．2 地文はLRの単節縄文である。 にぷい橙色

普通

覆土

堀之内I式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 帽（om） 厚さ（qm） 重量（g）

第379図31 敲　　 石 （10．0） 9．1 5．3 （735．0） 緑色凝灰岩 QlO　覆土
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窮鍼随尊堂銑　第罰　を罰園∋

位置　調査区の南東部　Ⅲ摘溌区。

重複関係　第吏2号住屠跡の西湖上部分を掘り込んでいる。

規模磨平面形　径の購椚没の醗形で　深さはほ触況である。

望　外傾して立ち上がる。

底、仁坦である、。

尊堂　転層に分層され夢　堆積状況から自然堆積と考えられるの

土層解説

ヱ　極暗褐色　　ローム粒子の炭化粒子少量　廃土粒子微量

2　黒褐色　　ローム粒子の炭化粒子少還彩　焼土粒子微量

：1暗　褐　色　「トー∴粒J∴・U－ム小ブし「ソク少量，炭化物・焼トト！㌧「・ン微量

・i　暗　揖　邑　lトー∴粒J’・少量

5　暗褐色　　ローム粒子少量穿　ローム中ブロック中量

6　暗褐色　　ローム粒子微量，ローム中ブロック少還

遺物　縄文土器片消頗　土偶結産　土版信軽　獣骨片が出土して折る。第罰園　の注Ⅲ土器は覆土中層からタ

の深鉢の胴部から描線部の破片は覆土下層から　第罰図　の土偶及び　の士擬は覆土から出土して折る。3

／　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　′

－ごいる，、－、胴部は斜行する条線文が施されている、、こIは無節の隆・起手法による縄文帯に突起が付されている。5

ノ　　　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、ノ・

起が付されている。、6ほLRの単節縄文の幅広の沈線による磨清文が施されている．。7ほキザミをもつ隆帯が

施されている。注描土器及び士製品は安行男鼠式期の　のと思われるが　土器片の中に宏行　や　式期の　の

含まれている。鋸豊ミ　ズタ形土偶で筆　削　土版である。

一′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

窮調随尊意既出豊造機観察湊

図版番号　 器　 種 恒 催 km）　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 匪 ＝ 摘 磯 項　 備＋ 考

第油 宵　　 注口土器　 鬼　 。　 丸底で　 胴部は内攣 しなが ら立ち上が 軋　 強　 屈曲して内傾し　 目線部に 砂粒 ・長石 ・雲母　 P心　 神㌔　P L 5寸

1　　　　 縄文工器　 ㌫　 1ユ」 至る。日経部は無文で　 ほぼ直線的に立ち上がる。胴部上位は鰹節縄文を にぷい橙色 将士中層

C　 。　 地文に　 浅い洗練 による三叉文及び渦巻文が施 されている。胴部中位に横 普通　　　　　　　 宏行 3 H式

位の波線が施され　 以下は無文である。注口基部は膨 らみをもち　 中央に

くぼみがある。赤彩痕。

深　　 鉾　 Å 〔22ぁ6〕 胴部から打線部の破片。胴部上位で内攣する。ロ縁部には横位あるいは斜 砂粒 ・長有　　　　 P 亜　 却㌔　P L 51

縄文土器　 B　く摘．須　 佐の沈線　 キザ　 が施されている。胴部は無文である。 にぷい褐色 覆土下層

普通　　　　　　　 宏行 3 a式

図版番号 ＝り 墓

i　 計 測　　 値毎雨　　　　　　 量　　 量 現存率
ノ状　　 や　　　　　 藍ノ

宙 孝 軽　 さ i 幅 i 厚　 さ 巨 g ラ
津の ク　も　　　　　　　　　　 寸 閏

第ぶ1図 土 偶
顔面部はキザミをもつ隆管で嫁取りされてタ「D P 9

日とロもキザミをもつ隆帯で措かれている。 覆土

呂 （9。2ラ 級 H　　　　 C4ゎ6）　　　 頼顧 30
肩部及び胸部はR Lの単節縄文を地文にき沈　 安行 3 a式

線による渦巻文と三叉文が施され，胸部は賓

出　 ている。裏面はR　の単節縄文　地文に，

法線による渦巻文が施　れている9 赤彩痕。

工 版 上端側面にキザミが施され，頂酢接線により長楕円　 D P ヱ0

9 凱4 7．3 3．2 （24 9ラ 9 5 形に区画されラ区画内には刺突文が施されている。表「覆土

面及び裏面に法線による三叉文が施されている。 宏行3 a式

ー‘壬∠豊（）－
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第380図　第2365号土坑・出土遺物実測図（1）
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第381図　第2365号土坑出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　5cm

！　　1　　」

第2366号土坑（第382図）

位置　調査区の南東部，D14h9区。

規模と平面形　長径2．83m，短径1．90mの不定形で，深さは67cmである。

長径方向　N－600－E

壁　袋状である。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは西壁際に位置し，長径50cm，短径30cmの楕円形で，深さは117cmである。P2は東壁際に

位置し，長径60cm，短径48cmの楕円形で，深さは74cmである。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

－442－
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第332図　第2366号土坑・出土遺物実測図

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量，ローム中ブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック中量

遺物　縄文土器片135点が出土している。第382図1・2の深鉢の把手は覆土から出土している。3は深鉢の口

緑部片で，沈線間に交互刺突文及びキザミが施されている。4～7は深鉢の胴部片である。4はLRの単節縄

文を地文に，隆帯及び沈線が施され，隆帯にはキザミが施されている。5は2本の沈線間に交互刺突文が施さ

れている。6・7はRLの単節縄文を地文に沈線が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2356号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 桂 計測値（om） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第382図 深　　 鉢 B （8．7） 橋状把手。孔に沿って2 本あるいは 3 本の沈線が施されている。以下はR 砂粒 P 47　 5 ％

1 縄文土器 L の単節縄文を地文に，沈線の施 された隆帯が貼 り付けられている。 褐色

普通

覆土

中峠式

2

深　　 鉢 B （10．3） 表側にはキザミをもつ薄い隆帯が貼 り付けられ，隆帝 に沿って沈線が脆さ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 48　 5 ％
縄文土器 れている。裏側には薄い隆帯が貼 り付けられ，隆帯に沿ってキザミが施さ 褐色 覆土

れている。 普通 中峠式
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第2370号土坑（第383図）

位置　調査区の南東部，D14i8区。

重複関係　第421号住居跡の北西壁を掘り込んでいる。南西部分で第2371号土坑と重複しているが，新旧関係は

不明である。

規模と平面形　長径2．05m，短径1．88mの楕円形で，深さは45cmである。

長径方向　N－00

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは中央部に位置し，長径25cm，短径20cmの楕円形で，深さは48cJnである。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック微量

3　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中・大ブロック少量

遺物　縄文土器片77点が出土している。第383図1の広口壷把手部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2370号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第38 3図

1

広　口 壷

縄文土器

B （11．8） 穂状把手。把手表面及び胴部にR L の単節縄文が施されている。 砂粒 ・スコリア

浅黄橙色

普通

P 49　 5 ％

覆土

加曽利 E Ⅳ式

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第383図　第2370号土坑・出土遺物実測図
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第2372号土坑（第384図）

位置　調査区の南東部，D14j8区。

重複関係　第421号住居跡の西側部分を掘り込んでいる。南西部分で第2373号土坑と重複しているが，新旧関係

は不明である。

規模と平面形　長径1．56m，短径1．37mの楕円形で，深さは40cmである。

長径方向　N－3。－E

壁　段状である。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片49点が出土している。第384図1の探鉢の胴部から口緑部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第2372号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第384回 深　　 鉢 B （18．6） 胴部から口緑部の破片。胴部は外傾し，口綾部はわずかに内暫する。波状 砂粒 ・石英 ・雲母 P 50 10％　P L 54

1 縄文土器 口緑。口緑部は微隆起線を巡らし，無文帯を作っている。胴部はR L の単 スコリア 覆土

節縄文を地文 とし，2 本一組の徴隆起線文が施 されている。 にぷい褐色

普通

加曽利E Ⅲ式

旦22．4m

‾下∈妄∋＝フ‾

0　　　　　　　1m

！；l

第334図　第2372号土坑・出土遺物実測図

第2374号土坑（第385図）

位置　調査区の南東部，E15al区。

規模と平面形　長径1．40m，短径0．98mの楕円形で，深さは22cmである。

長径方向　N－450－W

堂　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

－445－



A22．4m

つノ
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第385図　第2374号土坑・出土遺物実測図

ピット　1か所。Plは中央部に位置し，長径49cm，短径40cmの楕円形で，深さは99cmである。

遺物　縄文土器片265点及び土製耳飾り1点が出土している。第385図5の土製耳飾りは覆土から出土している。

1・2は深鉢の口緑部片である。1はRLの単節縄文の隆起手法による縄文帯に貼付文が付けられている。2

はRLの単節縄文の隆起手法による縄文帯に，ブタ鼻状貼付文が付けられている。3・4は深鉢の胴部片であ

る。3はRLの単節縄文の沈線手法の縄文帯にキザミをもつ貼付文が付けられている。4はLRの単節縄文の

沈線手法の縄文帯が施されている。5は土製耳飾りである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後葉（安行2a式期）と考えられる。

第2374号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（∞） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）

形状 及 び文 様 の特 徴 備　　　 考

長　　 さ 帽 厚　　 さ

第385図 5 土製耳飾 り 8．0 8．2 2．4 （84） 95 白状。沈線によるH字状の文様及びキザミ。 D P ll 覆土

第2375号土坑（第386図）

位置　調査区の南東部，D14h9区。

重複関係　北側部分を第2401号土坑に掘り込まれている。東側部分で第2410号土坑と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と平面形　径0．98mの円形で，深さは110cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

－446－

4　褐　色

5　褐　色

6　暗褐色

ローム粒子中量
ローム粒子多量
ローム粒子・炭化粒子少量
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第386図　第2375号土坑・出土遺物実測図

遺物　縄文土器片26点が出土している。第386図1～3は探鉢の口綾部片である。1は隆帯にキザミが施されて

いる。2は口縁部上端に単節LRの縄文が施され，その下に瓜形文が施されている。3は押引き刺突文が施さ

れている。4～10は深鉢の胴部片である。4は頚部に隆帯を巡らし，ロ縁部はキザミをもつ隆帯により文様を

施している。胴部は撚糸文を施している。5は横位の沈線及び半裁竹管による山形沈線文が施されている。

6・8は断面三角形の隆帯に沿って押引き文が施されている。7は沈線及び結節沈線文が施されている。

9は隆帯に沿って半裁竹管による刺突文が施されている。10は沈線及びキザミのある隆帯が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2376号土坑（第387図）

位置　調査区の南東部，D14j9区。

重複関係　第422号住居跡の南西側部分を掘り込んでいる。南東部分で第2364号土坑と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と平面形　長径1．58m，短径1．46mの楕円形で，深さは74cmである。

長径方向　N－900－E

壁　段状である。
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第387図　第2376号土坑・出土遺物実測図

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは北東壁際に位置し，長径35cm，短径28cmの楕円形で，深さは20cmである。P2は東側に

位置し，長径40cm，短径28cmの楕円形で，深さは28cmである。P3は南西壁際に位置し，径32cmの円形と推定さ

れ，深さは40cmである。

遺物　縄文土器片124点が出土している。第387図1・2は深鉢の口緑部片である。1は隆帯による渦巻文及び

沈線による楕円区画文が施され，区画内には無節縄文が施されている。2は複節縄文を地文に沈線による区画

文及び磨消懸垂文が施されている。3～5は深鉢の胴部片である。3はRLの単節縄文を地文に2本沈線の磨

消懸垂文が施されている。4は撚糸文を地文に2本沈線の磨消懸垂文が施されている。5は幅広の2本沈線の

磨消懸垂文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

ー448－



第2377号土坑（第388図）

位置　調査区の南東部，D15j2区。

規模と平面形　径1．89mの円形で，深さは127cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，人為堆積と考えられる。
土居解説

1　褐

2　褐

3　褐

4　褐

5　明　褐

6　明　褐

色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
色

色

色

色

ローム粒子少量，ローム少ブロック・炭化粒子・炭化物・焼土粒子・焼土小ブロック微量
ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量

7　にぷい褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片50点，土器片円盤1点が出土している。第388図1の角底鉢の底部片及び3の土器片円盤は覆

土から出土している。2は深鉢の胴部片であり，RLの単節縄文の隆起手法による縄文帯が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後菓（安行2式期）と考えられる。

第2377号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第388図 角 底 鉢 B （2．0） 底部片。底部が四角形になる鉢で，沈線及びL R の単節縄文の沈線手法の 砂粒 ・スコリア P 175　 5 ％

1 縄文土器 C　 8．1 帯縄文が施 され，角に四つのキザ ミをもつ癌が貼り付けられている にぷい褐色

普通

覆土

安行 2 式

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第38 8図 3 土器片円盤 5．2 4．5 0，7 （20．0） 95 無文。 D P 12　覆土

⑥　旦22・4m

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　；　　」

第388図　第2377号土坑・出土遺物実測図
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第2378号土坑（第389図）

位置　調査区の南東部，D15a2区。

重複関係　第423号住居跡の炉を掘り込んでいる。北東部分で第2409号土坑と重複し，南側部分で第2407号土坑

と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．69m，短径1．29mの楕円形で，深さは31cmである。

長径方向　N－59。－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量

遺物　縄文土器片91点が出土している。第389図1は深鉢の胴部から口縁部の破片で，覆土から出土している。

2・3は探鉢の胴部片である。2は複節縄文を地文に2本沈線の磨消懸垂文が施されている。3はRLの単節

縄文を地文に2本沈線の磨消懸垂文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第2378号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第389図 探　　 鉢 A 〔36．0〕 胴部か ら口緑部の破片。胴部上位でわずかに内暫 し，ロ縁部は外傾する。 砂粒 P 51　 5 ％　P L 54

1 縄文土器 B （11．5） 口緑部は無文で，以下はL R の単節縄文 を地文に沈線及び隆帯で区画文が にぷい橙色 覆土

施 されている。 普通 加曽利E Ⅱ式

第339図　第2373号土坑・出土遺物実測図
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第2380号土坑（第390図）

位置　調査区の南東部，E15al区。

重複関係　北東部分で第2379号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径0．70m，短径0．50mの楕円形で，深さは60cmである。

長径方向　N－430－W

遺物　縄文土器片2点が出土している。第390図1の探鉢の胴部から口緑部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第2380号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（0m） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第390園 探　　 鉢 A 〔17．6〕 胴部から口緑部の破片。ロ線部はわずかに外反する。ロ緑部は無文である。 砂粒 P 52 10％　P L 54

1 縄文土器 B （9．8） ロ緑部と胴部は沈線を有する隆帯で区画され，胴部はL R の単節縄文を地 橙色 覆土

文に半裁竹管による沈線を垂下させている。 普通 加曽利E I 式
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第390図　第2380号土坑・出土遺物実測図

第2383号土坑（第391図）

位置　調査区の南東部，E15a2区。

重複関係　第2381号土坑の西側部分を掘り込んでいる。南側部分で第2386号土坑と重複しているが，新旧関係

は不明である。

規模と平面形　径1．45mの不定形で，深さは61cmである。

旦22加

へ＼一ノ′』土∃m

第391図　第2383号土坑・出土遺物実測図
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長径方向　N－6（〕こ…E

壁　緩やかに立ち上がる。

底　皿状である。

逸機　縄文土器片野頗　敲着信蕪が出土して折る。第灘園　の敲石は覆土から出土L等いる。

′　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′′　　　　・・

Y．

慧慧慧同義通慧i達i”莞藁igg霊園同意園a願　団

′　　　∴く

・・・′′ノ

親機歴平面形　径。浦那抱の閤形で　深さは媚だmである。

壁　はぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

′　′′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

の閤形で　深さは媚監孤である。㌘沼　南商壁際に位置し　擾舶監mの閤形で　深さは腑だ孤である。

′

土暦解説

l＿　暗褐色　　U一一ム粒」’・少㌫「「－ム小ブ「「ノク・焼廿日’－・　　　　：　掲　色　　ゴー・ム粒J’・少量

炭化粒J’・・尉ヒ物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　・ユ　褐　色　　ローム粒戸車量，ロー1ム小プロ、ソケ少量

2　褐　色　　ローム粒j∴・ローーム申プロ、ソク少量　　　　　　　　　　　　5　褐　色　　しトーム粒千‾‾再；∴　LJ・一ム中プロ、ソク少量：

ノ　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′ノl・　　．′′　′、′　′ノ′ノ

縁部片及び4の深鉢の底部から胴部の破片は覆土から出土している。5、7は深鉢の口縁部片である。5は隆

′　、・∴・’一′　二　　ノ′　　一　二．J・′・ノ　′－！∴く　′　′′．：　′　ノ　′・　ノ　　′′′′　一　′、　′　　∴、1－、

鉢の胴部片で芦　R』の単節縄文を地文とし　隆帯を巡らして折る。波状の波線を垂下させている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

－　　　　　　　　　′

図鯛考日韓　橙計測極太扉 器形及び文様の特徴　　　　 匪＝摘機引　備・考

第392図　　浅　　鉢Å　2逢。4胴部は外憾して立ち上がる。ロ緑部には　単位の把手が付。把手から延　砂粒さ長石　　　　㌘53　75％　㌘L54

1　　　　縄文土器B　13．0びる隆替によ十　把手と把手の間に渦巻文が施されている∴　渦巻文に至る　　にぷい橙色覆土

までの隆帯には洗練が施されている。胴部は無文である。赤彩痕。　　　　普通　　　　　　　加曽利E‡式

深　　鉢Å〔17．両胴部か㍉目線部の破片∵胴部はわずかに内聖上　目線部は外亙する∴　目線　砂粒・長五ス二八∵　　P封　2（帖　PL封

2　　　　縄文土器B　十13．5〕部は無文で，ロ縁部と胴部は円形刺窯の施された突起をもつ隆帯で区画さ褐灰色　　　　　　覆土

れている。胴部は民Lの単節縄文を地文に　蛇行する隆帯に沿って　本の　普通 加曽利EI式

蛇行沈線文及び懸垂文が施されている∵

深　　鉢B　纏も2ラ目線部片十　日綾部は内攣する∵　降苦を巡らして目線部文様帯を彬成工　R　　砂粒・長石・雲母　P諒　　㌔　PL討

3　　　　縄文土器 Lの単節縄文を地文として2本一組の隆帯を施している。　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　　覆土

普通　　　　　　　加曽利EI式

深　　鉢B（ヱ5ぢ4）底部か引鵬にの破片∴胴部は中位rf内攣する∴地文はRLの単節縄文であ　砂粒・石英・雲母　P56　300。PL54

4　　　　縄文土器r　lO．0る。 スコリア　　　　　覆土

にぷい橙色加曽利EI弐

普通

ー∠152－



⑥　旦22．4m

第392図　第2388号土坑・出土遺物実測図

第2389号土坑（第393図）

位置　調査区の南東部，D15jl区。

規模と平面形　径1．40mの円形で，深さは104cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，覆土の堆積状況から人為堆積と考えられる。
土居解説

1褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子・ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量，2層より色調が暗い

4　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量，4層より色調が明るい

6　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片304点，磨石1点が出土している。第393図1の磨石は覆土から出土している。

－453－



所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第2389号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（皿） 帽（cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第3 93図 1 磨　　 石 6．3 5．8 2．2 （120．0） 安　 山　 岩 Q 12　覆土

越旦題Btノ
Y叫

第393図　第2389号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　5cm

「　ト一一…－」

第2390号土坑（第394図）

位置　調査区の南東部，D15jl区。

重複関係　第2392号土坑に掘り込まれている。東側部分で第2391号土坑，第2452号土坑と，西側部分で第2437

号土坑とそれぞれ重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．70m，短径2．57mの楕円形で，深さは76cmである。

長径方向　N－00

第394図　第2390・2392号土坑実測図

－454－
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壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは北西壁際に位置し，長径50cm，短径42cmの楕円形で，深さは46cmである。P2は南東壁

際に位置し，長径86cm，短径65cmの楕円形で，深さは87cmである。P3は南壁際に位置し，長径40cEn，短径28

cmの楕円形で，深さは68cmである。

覆土　5層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。
土居解説
1暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　　ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量，ローム小ブロック微量
4　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
5　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

⊂＝⊃　－2。

晦蒜塙誹惣繋那柵欄施
療陛嶋譲蕪通慈鎮

簡転蕊藤野

】　　　；　　　［

第395図　第2390号土坑出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片932点，土器片円盤1点，打製石斧1点，石核1点が出土している。第395図1・2の深鉢の

ロ縁部片，11の土器片円盤，12の打製石斧及び13の石核は覆土から出土している。3・8は鉢の口緑部片であ

る。3は隆帯による長方形区画文内にRLの単節縄文が施されている。8は隆帯で渦巻文及び長方形区画文が

施され，区画内にはRLの単節縄文が施されている。4～7は深鉢の口緑部から胴部の破片である。4は口唇

部直下に半裁竹管による刺突文が施されている。胴部は沈線による逆U字状文内に複節文を充填している。5

は隆帯で楕円区画文が施され，区画内にはRLの単節縄文が施されている。胴部はRLの単節縄文を地文に沈

線の磨消懸垂文が施されている。6は波状口緑で，半裁竹管による瓜形文を巡らしている。胴部はRLの単節

縄文を地文に2本単位の沈線を垂下させ，幅広の沈線間を磨り消している。7はRLの単節縄文を施している。

9・10は探鉢の胴部片である。9はRLの単節縄文を地文に2本沈線の磨消懸垂文が施されている。10は複節

縄文を地文に沈線の磨消懸垂文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第2390号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第39 5図 深　　 鉢 A 〔23．4〕 胴部から口綾部の破片。ロ緑部はわずかに内轡する。波状口緑。披頂部に 砂粒・長石・スコリア P 57　 5 ％

1 縄文土器 B （15．0） 突起をもつ。口綾部は隆線 と沈線で渦巻文及び区画文を描 き，区画内にR にぷい褐色 覆土

L の単節縄文が施されている。胴部はR L の単節縄文を地文に，2 本沈線

による幅広の磨消懸垂文が施されている。

加曽利E E 式

2

深　　 鉢 B （8．5） 口緑部片。口縁部には沈線及び隆帯による区画文が施され，隆帯はロ緑端 砂粒 ・石英・雲母 ・ P 58 10％　P L 5 4

縄文土器 部で突起をもつ。区画内にはR L の単節縄文が施されている。 スコリア

橙色

普通

覆土

加曽利E Ⅲ式

図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 帽 厚　　 さ

第395図11 土器片円盤 4．1 3．6 0．7 （16．0） 9 5 沈線及び単節縄文R L 。 D P 13　覆土

図版番号 器　　 謹
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cln） 重量（g ）

第395図12 打製石斧 （8．3） 6．5 2．8 （16 4．0） 砂　　　 岩 Q 13　覆土

13 石　　 核 2．7 2．4 2．5 （19．0） チ　ャ　ー ト Q 14　覆土

第2392号土坑（第394図）

位置　調査区の南東部，D15j2区。

重複関係　第2391号土坑を掘り込んでいる。西側部分で第2390号土坑，第2452号土坑と重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と平面形　長径〔2．45〕m，

0　　　　　　2．5cm

！；！

第396図　第2392号土坑
出土遺物実測図

短径〔2．00〕mの楕円形と推定され，深さは45cmである。

長径方向　N－50－W

壁、外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは東壁際に位置し，長径33cm，短径25cmの楕円形で，深さ

は11cmである。P2は南東壁際に位置し，径42cmの円形で，深さは51cmである。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

－456－



土居解説

1褐　色　　ローム粒子・炭化物少量
2　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片129点，土製耳飾り1点が出土している。第396図1の土製耳飾りは覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期から晩期と考えられる。

第2392号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値 （cm ） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第396図 1 土製耳飾 り 2．0 2．0 1．4 （3．0） 95 臼状。弧線。 D P 14　覆土

第2394号土坑（第397図）

位置　調査区の南東部，D14hO区。

重複関係　第424号住居跡の北壁を掘り込んでいる。

規模と平面形　径1．45mの円形で，深さは119cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　8層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　5　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子多量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量　　　7　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　8　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

遺物　縄文土器片170点及び土製蓋が出土している。第397図1の深鉢の口緑部片及び3の蓋は覆土から出土し

ている。2は探鉢の口緑部片で，沈線による渦巻文が施されている。

／へ＼＼、⑥旦22．．m＼／／　＼＼＼　岨ノ
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第397図　第2394号土坑・出土遺物実測図
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所農　本跡の時期は　出土遺物から縄文時代中期複葉　摘帽刹琵　式期ラ　と考えられる。

窮調鍼尊堂境出藍逸機観察嚢

図版番号 播　　 種
測値 毎m ∋　　　　　 器 形 及 び 文 棟 の 特 徴　　　　　 胎ま ‾も色調 を舶　 備　 考

第誹 図 深　　 鉢 1 上3．ご1 日璃高年＋目線部は内瞥十右　 目縁部には佳苗と沈線∵よる区画文及び滴　 砂粒 享け・1 ∵り「　 P うり　5 ㌔　P L54

漫 縄文土器 ㍍　 豆．釦　 巻文が施 封t ∵いる．亘両性 ∴圭　 R L Lり車節縄文が充填 され∵いる∴以　 ∴ぷい樟色　　　　 覆士

下は無文である。 加曽利E I 式

普通

図版番号 器　　 韓
計 測　　 債を

竃 結 き量 誓　 形状及び文様の特徴　 備 考

長　　 さ 幅

華3位図3 土 製董 線離 ー
注射　 い 鵬 ＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿…＿＿＿…＿＿＿＿＿鮒　 恒 の隆管禦＿＿＿＿＿！た把手0 赤彩痕o　 D ㌘罰 覆土

第朗報考量痍　第灘　ぬ罰囲）

位置　調査区の南東部，DH離日も

重複関係　南側部分で第239絹一土塊と重複し′．ているが，新旧関係は不明である、一・、

親機農学薗形　産経。浦那花　短径。氾那花で　不意形で　深さは酎臓である。

義経方向　N－…・・r4ユJ…－一一W

璧　ほぼ垂直に立ちよがる。

應　ほぼ平鰻である。

′

監mの閤形誉　深さは磁弧である。㌘招　北酋壁際に位置し　廃径鋪gm　短径楢だmの掩閤形で　深さは凱¢mである。

′

尊堂　　層に分層され　堆積状況から鬼為堆積と考えられる。
土層解説

鼠　暗褐色　　廃土粒子の炭化物少遠

望　暗褐色　　ローム粒子の焼土粒子少量

3　暗褐色　　酢「璃約㌦ロームプロッタ少量

複　暗褐色　　ローム粒子の焼土粒子少量

5　褐　色　　＝－ム粒j’・・l」－∵∴‾′LJ㌧′ケ少量

（う　褐　色　　tJ一一一ム拉「・し「ムブU！ソノ中昌‡：

造物　縄文土器片27点がr虹上している。第399図1の鉢の底部から胴部の破片は覆土から出土している。）2は微

隆起経文及びRI▼ノの単節縄文が施されている。二、

′
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第2396号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第399図 鉢 B （12．7） 底部から胴部の破片。胴部は外傾して立ち上がる。地文はR L の単節縄文 砂粒・長石・石英 ・ P 61 10％　P L 55
1 縄文土器 C 〔11．4〕 である。 雲母

にぷい黄褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅲ式

第399図　第2396号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

「－　十－・－1

第2397号土坑（第398・400図）

位置　調査区の南東部，D14g8区。

重複関係　北側部分で第2396号土坑と重複し，南西側部分で第2404号土坑と重複しているが，新旧関係は不明

である。

規模と平面形　径1．04mの円形と推定され，深さは75cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック少量

第400図　第2397号土坑出土遺物実測図
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、　　　　　’　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′Jl　二ノ　′　　　一　　　　′　：　′

′ノ　．′　、　′：－　ノ工′　′′　′　　　　ノー　∴ニ　　′・・′　′′、　　′ノ、、、　　　′′　　　ご－．こ‾、′ノ．′．J　言一′

の胴部片で，RLの単節縄文を地文に微隆起線文が施されている。

′、・．ノ、一．、．　　　　　　　　　　　　　；′　　　′　　　　　、　　　′：　′

さ　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　ノ′　　　　、　、

図版番号 器　　種計測値はm〕 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

姉川0図 深　　鉢A　は1．両胴部か㍉目線部の破片∴胴部十位は内攣する∴地文はRLの単節縄文で，砂塵・雲母 P損1帖　PL諒

鼠 縄文士器B（13．3）ロ縁部は縄文を磨　消している。 にぷい黄橙色

普通

覆土

加曽利E皿式

l′　　　　　－　　′、′　′

位置　調査区の南東部，Dlこトg‖亘。

＼　　．　′＼′．・．　　　　・’．　′　　．　．′∴＼、∴）′一．′ノ　．　　　　　　′

．　　　　′、ノ

規模と平面形　径1．96mの円形で言宗さは⊥Hclllである。

璧　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平出である。

－　　　　　′　′　　　　　ノ　ノ　　ー　　　　　　　　　′　′　　　′　′′　　　　　　　　　　　′　　　、　ヽ　ノ　′　　　　　　－

く　′　　　　　　　　　　ノ‥　　　　．′．　　　．　　　　　　　　　　′′′′　　　　　′　．　‥　　，：　　∴　ノ

．′　　　　　　　　　　　′　　　　　　′ノ　　　　了′∴　′′′ノ′　　　ノ．　、・′　一．、′　　．・．　　　、　′：　一′－

′ノ′　　．，′　　　．　・：．　　′　　＿、　　　′．　′　　　　　　，、′、　く　′　　′　　三　‘′

′　　　　　　　′　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　′　　　　′、ノ　′

土居解説

1i桝屋色　　LJ－ム粒J’一少軋［ゴー－ム申ブHック・焼目白’一微量

コ　黒褐色　　ロ・一ム粒「・しトーム申ブIブック少量

3　褐　色　　ローム夫プロ、ソク多量

・lI　褐　色　　ローーム粒J’一・日ーム大プロ、ソク多量

l　‘／′　　　　．．　　　　　　　∴　　　　　　　　ノ　　　　′　　　　　　、　　ノ、′∴・．　　′

破片及び5・6の深鉢の底部片は覆土から出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期複葉（加曽刹E‡式期）と考えられる。

こ　　′　．　、。、’亙′ご了t．くご・

図鯛 考 日算　 種 計測値km）　　　　　　　　 器　形　及　び　文　様　の　特　徴　　　　　　　　　 胎土ゆ色酢 焼成 備　　　 考

第4鋸図　　 深　　 鉢 A 〔30．0〕口縁部片∴　目線部は内攣する∵　口綾部は降希及び沈根で渦巻文及び区画文　 砂粒・長石・石英 ㌘63　5％

1　　　　 縄文土器 B　O 誹　 を措勘　区画内にR L の単節縄文が施されている。目線端部に施された滴　 雲母 覆土

巻文は，肉厚で突出する。頚部は無文である。 にぷい褐色 加曽利E I式

普通

深　　 鉢 Å〔35。2〕ロ緑部片。隆帯及び沈線による区画文が施され　区画内には無節縄文が充　 砂粒・長石・スコリア P応 10Un　P IJ55

2　　　　 縄文土器 B　は31 壊されている。頚部は無文である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色 覆土

普通 加曽利E I式

深　　 鉢 Å〔31．0〕胴部から目線部の破片∵　‖縁部は内攣する∴　目線部には2本1線の降帯で　 砂粒 P64　30％　P L55

3　　　　 縄文土器 B （17．6）区画文及び渦巻文が施され普　区画内にR Lの単節縄文が充填されている。　 橙色 覆土

渦巻文直上の隆管にはキザミが施されている。綱はR Lの単節縄文を地文 普通 加曽利E I式

に山形沈線文及び横位の沈線が施されている。
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第401図 深　　 鉢 B （11．6） 胴部からロ緑部の破片。口緑部に沈線による渦巻文が施された突起を有 し， 砂粒 ・長石 ・雲母 P66 10％　P L 5 5
4 縄文土器 地文 として沈線が斜位に施されている。口縁部と胴部は2 本の沈線で区画 暗褐色 覆土

され，胴部はR L の単節縄文を地文に沈縁 を垂下させている。 普通 加曽利E I式

5
深　　 鉢

縄文土器

B （4．5）

C　 lO．4

底部片。L R の単節縄文を地文に縦位の沈緑が施されている。 砂粒・石英 ・スコリア

橙色

普通

P 67 15％　P L 55

覆土

加曽利E I 式

6

深　　 鉢

縄文土器

B （3．5）

C　 ll．6

底部片。外債して立ち上がる。無文である。 砂粒 ・長石

にぷい褐色

普通

P68　5 ％　P L 55

覆土

加曽利E I式

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　トーl　　」

二・・焉∵‾　ブ

‾貫芋‾＿二二＝＿ニL l l

「頭憂‾』
第401図　第2399号土坑・出土遺物実測図
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第朗馴考量窮　策鯛　の媚囲ラ

健置　調査区の南東部　D摘g　区。

重複関係　南側部分で第2欝骨土塊と接しぞ折るが　新旧関係は不明である。

規模腰帯薗形　長径の舶耶抱　短径。猟瓢の緒閏形で　深さは摘録mである。

長径方向　N－85J一一Ⅵr

壁　はぼ垂直に立ち上がる。

底　平出である。－，

尊堂　　層に分層され　覆土の堆積状況から自然堆積である。
土居解説

1　褐　色　　しト．・ム粒！・少宗主－；∴　焼目白’一・歳化粒召；鋸違　　　　　　　hl　暗褐色　　ローp－ム小プロ・ノク・焼目白二一・歳化粒日放量

2　出　色　　り一一ム粒「少量．リーム小プロ、－′ク・埴津守・尉勘㌧微：－賢　　二　褐　色　　コ一一ム小プロ、ソク多量

二号　魁　色　　U一一一ム少ブLJ・ノク少量．焼十位j’一・歳化物微量　　　　（う　褐　色　　しトーム粒j’一・日・p一一一ム小ブしコック少量

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

㌦　の深鉢の胴部からⅢ繚部の破片浮　　き　の採鉢の底部片及び蟻の土器片閤盤は覆土から出蓋し若齢る。

8＼12は深鉢の「再読部片である。8は波状l二二け束で9　地文はIJRの単節縄文である。8は混入したものである。‥、

鋸　集線が横位　綻位ある齢は斜位に施され笠折る。臓は監Rの単節縄文が地文で　補修孔が見られる。豊沼豊

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　′

．′ノ

所農　本跡の時期は　出土遺物から縄文時代後期前葉　堀之内　式期）と考えられる。

第鍼馴尊堂境出藍遺物観察湊

図版番号　　 器　　 擾　　 測債k mラ　　　　　　　　　 音　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴　　　　　　　　　 胎土 の色調 の焼成　　 備　　　 考

第日ゼ図　　 深　　 林　 A　は ．の　 日録部か周鵬 にの破片＋波状目線．波頂部に突起 を有 し，突起には円形刺　 砂粒 ・スコリア　　 P 69　 5 ％

縄文土器　 H　H ．事　 実文とキザ ミが付 く降帯が施されている∴　目線部はくの字状に内側に折れ　　 にぷい橙色　　　　 覆土

且 曲がる∴　目線部t二は沈接による長楕円形区画内に押引き刺突文が施されて　　 にぷい褐　　　　　 堀之内 I 式

いる。胴部は無文である。

深　　 鉢　 A　は2」〕 胴部から＝綾部の破片∴胴部はわずかに内攣する∴　目線端部には沈線が施　 砂粒 ・長石 ・雲母　 PT 3　20 0b　P L 5 5

J　　　 縄文土器　 B　は1．申　 されている∴地文はL R の車節縄文である十　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 覆土

普通　　　　　　　 堀之内 I 式

深　　 鉢　 Å 〔26」〕 胴部から目線部の破片∴　胴部中位はわずかに内攣する∴　H 縁部は外反する㍉　 砂粒 ・石英 ・雲母　 P72　20 0。P L 55

掃文士器　 B　H ．針　 目綾部に突起を有 上　 目纏端部に施 された断面三角形状の隆帯とつながる　　 にぷい黄橙色　　　 覆土

部分に匪形利発文が施されている㌶胴部は㍍R の単節縄文を地文に　 長方　 普通　　　　　　　 堀之内亮式

形状の沈線 丈が施 されている∴

第1出国　　 深　　 鉢　 Å 〔廿 の　 胴部から目線部の破片∴小突起を有 し，目線端部には沈線が施され，小突　 砂粒　　　　　　　 P70 15㌔　P L 55

イ　　　　 縄文土器 B　0 4．6） 起の下に円形刺空文が施 されている∴胴部はL R の単節縄文を地文に，蕨　 暗赤褐色　　　　　 覆土

手文懸垂文及び斜位の沈線が施 されている∵　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 堀之内I 式

深　　 鉢　 Å 〔1軋1〕 胴部から目線部の破片 、波状目線．波頂部直下に孔をもち，日録端部に沈　 砂粒 ・石英 ・長石　 P 7 1 15㌔　P L 55

5　　　　 縄文土器　 B　十甘 い　 線が施されている∴胴部にはR L の車節縄 文を地文に，キザ ミを有する降　 灰黄褐色　　　　　 覆土

苗及び沈線↓二よる文様が施されている∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 堀之内I 式

深　　 鉢　 B　 用．臣　 底部か周 鵬にの破片∵底部はわずかに横に突出 し　 胴部は外伸して立ち士　 砂粒　　　　　　　 P 74 10㌔　P L 55

縄文土器　 c　 m ．J がる∴重文である十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　　 覆土

普通　　　　　　　 堀之内 I 式

深　　 鉢　 B　 亘 7） 底部か周 鵬にの破片∵　底部はわずかt二横に突出 」　 胴部は外傾 して立ち上　 砂粒 ・スコリア　　 P 75 10㌔　P L 5 5

7　　　　 縄 文土器　 r　 ∴0　 がる∴無文である＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色 魔王

普通　　　　　　　 堀之内 1 式

図版番号

器 軽 蔑 芸 潮幅 植毛置 ！壷沌 量 誓　 形状及び文様の特徴　 備 考

第着）3図15 土聖 ＿＿＿＿＿＿…邑 0日　 を中　 る　＿＿＿巨 摘め糾　 い 5　 ＿節縄 ＿＿＿＿＿＿　　　　　 恒 蟻 覆土
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0　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

第402図　第2401号土坑・出土遺物実測図（1）
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用

、

二

　

項

第403図　第2401号土坑出土遺物実測図（2）
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第2408号土坑（第404図）

位置　調査区の南東部，D14f8区。

重複関係　北側部分で第2453号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．53m，短径〔1．13〕mの楕円形と推定され，深さは85cmである。

長径方向　N－470－E

～‾感‾針

！　　；　　」

第404図　第2408号土坑・出土遺物実測図
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璧　ほぼ垂釦二立ち上がる、二〕

底　ほぼ平坦である。二，

尊堂　　層に分屈され　堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1　暗褐色　　＝一一ム粒Jナ・少量，H一一∴小ブt二1ツタ・炭化物微量

暗褐色　　ローム粒子少鼠　ローム小プロッタ拍層よ　やや太　め　を炭化物微靂

3　褐　色　　ローム粒j「・少量，U一一ム小ブし「ソク微量

褐　色　　ローム粒子少量　炭化物微巌

5　褐　色　　tトーム粒j’・■美化物微量

遺物　縄文土器片渕親授が出土して折る。第媚図　0　の探鉢の打線部は覆土から出まじ等折る。　～狛深

、　・　　ノ　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　′

若齢る。　ゆ狛　混ゑした　ので汐　監配の単節縄文が施され若齢る。鋸　無文の浅鉢で　m唇部に浅厨法線が

施され若障る。闘採鉢の胴部片で汐　監没の単節縄文を地文に法線及び閤形の発起が施されて折る。

新風　事跡の時期は　出土遺物から縄文時代後期前葉　堀之内　式期）と考えられる。

窮鍼鯛考量境出藍達観観察湊

図版約　　 番　　 種　　 測値毎mラ 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 匪 日 掛 機 項　 備＋ 考

第亜寸図　　　 深　　 鉢　 Å　は生の 胸部から目線部の破片∴　＝綾部はわずかに外宣する∵　＝縁部には小突起を　 砂粒 ・雲母　　　　 P T6 1帖　 P L 諒

1　　　 縄文土器 IB　L17守 有 L，突起下には円彬刺空文が施されている∴　胴部にはL R の単節縄文を　　 にぷい橙色 博士

地文↓二蛇行沈線が施されている＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 堀之内 I式

深　　 鉢　 Å 〔32，0〕

縄文土器　 B　緩 さ封

i　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　星

胴部か㍉‖緑部鋤卿十　 波状目線∴　頂部に渦巻文が施された突起を有し，　 砂粒　　　　　　　 P 76　m ㌔　P L 嶺

目線端部に沈梯及び出彬刺突文を有する沈線が施されている．胴部にはL　　 にぷい橙色　　　　 将士

R の単節縄文を地文にキサミキもづ圧苦が貼 ㍉れ，沈線が斜位に施 されて l普通　　　　　 l塩之内I 式

二　′．・・く

／′　′－　　ノ　′　　　　　　　　　ノ′

ノ

′

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　’′、．　．；＼ノ′′、

土から出土している。

′　∴′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　′　．′　′

第鍼臓考量痍出藍遺物観察湊

図鵬 号　　 器　　 種　 計測値km）　　　　　　　　 器　 形　 及　 び　文　 様　 の　特　 徴 匪 ＝ 摘 磯 項　 備＋ 考

第405図　　 深　　 鉢　 B （甘 小　 胴部から口縁部の破片二　日縁部は内攣する∴目線部は経線及び沈綿で渦巻 砂粒・長石　　　　 P 78　20㌔　P L 56
1　　　 縄文土器　　　　　　　 文及び区画文机苗き，区画内にR Lの単節縄文が施されている∵　頭部は無 赤褐色　　　　　　 覆土

文で十　胴部にはR L車節縄文を地文に横位の沈線が施されている∵ 普通　　　　　　　 加曽利E I式

慧慧崇誓競萎炭慧藁igg霊園憲隔日園　田
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

ヽ

〔

第405図　第2415号土坑・出土遺物実測図

第2418号土坑（第406図）

位置　調査区の南東部，D14h8区。

重複関係　北西部分で第2417号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．50m，短径1．28mの不整楕円形で，深さは98cmである。

長径方向　N－700－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

l三三一l三二二

第406図　第2418号土坑・出土遺物実測図
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土居解説

1　暗褐色　　ローム粒子・炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック中量

遺物　縄文土器片59点が出土している。第406図1は探鉢の口綾部片で，RLの単節縄文を地文とし，微隆起線

文が施されている。2・3は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，徴隆起線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2427号土坑（第407図）

位置　調査区の南東部，D14m区。

重複関係　東側部分で第2470号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径0．76mの円形で，深さは28cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片2点が出土している。第407図1の深鉢の底部から胴部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第2427号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第40 7図 深　　 鉢 A 〔23．5〕 底部から胴部の破片。底部は小さく，胴部は内野気味に外傾して立ち上が 砂粒 ・長石 P 79　6 0％　P L 56

1 縄文土器 B （23．1） る。胴部はR L の単節縄文を地文に， 2 本沈線の磨消懸垂文が施されてい にぷい赤褐色 覆土

る。 普通 加曽利E Ⅲ式

曇二三・‾

0　　　　　　1m

仁一；」

第407図　第2427号土坑・出土遺物実測図
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第2429号土坑（第408図）

位置　調査区の南東部，D15h2区。

重複関係　第2506号土坑を掘り込んでいる。北側部分で第2477号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径0．96m，短径0．85mの楕円形で，深さは96cmである。

長径方向　N－480－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。
土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子多量

4　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック多量

遺物　縄文土器片35点が出土している。第408図1の広口壷のロ緑部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2429号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第408図 広　 口 壷 A 〔20．4〕 胴部からロ綾部の破片。頚部はくびれている。地文はR L の単節縄文で， 砂粒 P 80 10％　P L 56

1
縄文土器 B （12．7） ロ縁部に沈線による磨消部を作っている。ロ縁部 と胴部は隆帯 により区画 にぷい褐色 覆土

され，隆帯は頚部の環状把手につながる。把手には孔があり，微隆起線に

よる区画文が施 されている。

普通 加曽利E Ⅳ式

第408図　第2429号土坑・出土遺物実測図

第2432号土坑（第409図）

位置　調査区の南東部，D14jO区。

重複関係　第422号住居跡の東側部分を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．86m，短径0．90mの不定形で，深さは106cmである。

長径方向　N－26。－W

壁　段状である。

底　平坦である。

ピット1か所。Plは北西部に位置し，長径50cm，短径36cmの楕円形で，深さは75cmである。

覆土　3層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。
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土層解説

1暗褐色　　ローム粒子・炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック多量

遺物　縄文土器片66点が出土している。第409図1の深鉢の口綾部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2432号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （om） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第409図 深　　 鉢 A 〔18諸〕 胴部からロ縁部の破片。胴部のくびれは弱い。小波状口緑で，ロ緑部に無 砂粒 ・スコリア P 8 1 30％　P L 56

1 縄文土器 B （17．4） 文帯 をもつ。小波頂部から，徴隆起線による幅広の磨消懸垂文が施 されて にぷい赤褐色 覆土

いる。地文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利 E Ⅳ式

＼　　　①　A22・6m

頂ア

＼ノ
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－・I　　－1

第4個図　第2432号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

］　　　；＿＿　　」

第2433号土坑（第410図）

位置　調査区の南東部，D15g2区

重複関係　東側部分で第2441号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径0．95m，短径〔0．77〕mの楕円形と推定され，深さは64cmである。

長径方向　N－690－W

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・炭化物少量

2　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物中量

3　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック中量

遺物　縄文土器片176点が出土している。第410図1は深鉢の把手を有するロ緑部片で，覆土から出土している。

2は深鉢の口縁部片で，交互刺突文が施されている。3、5は探鉢の胴部片である。3はRLの単節縄文を地

文に沈線及び隆帯による懸垂文が施され，隆帯上にもRLの単節縄文の縄文が充填されている。4は隆帯にキ

ザミが施され，隆帯に沿って沈線が施されている。5は横位の沈線間にキザミが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第2433号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第4 10図 採　　 鉢 B （7．7） 眼鏡状把手を有するロ綾部片。孔に沿ってキザミ及び沈線が施されている。 長石 ・石英 ・雲母 P 3 8 2　 2 ％

1 縄文土器 地文はR L の単節縄文である。 褐色

普通

覆土

中峠式

／

＼＼

A！

‾l
＼

0　　　　　　1m

Li　＿」

第410図　第2433号土坑・出土遺物実測図

野
0 堪m
l　・　l　・l I

第2444号土坑（第411・412図）

位置　調査区の南東部，D15g2区。

重複関係　第2445号土坑に掘り込まれている。南東部分で第2443号土坑，第2447号土坑と重複しているが，新

旧関係は不明である。

規模と平面形　径〔2．30〕mの円形と推定され，深さは30cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット1か所。Plは東壁際に位置し，径38cmの円形で，深さは41cmである。

覆土　1層である。

吏革
第411図　第2444・2445号土坑実測図
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土居解説

1褐　色　　ロームブロック多量

遺物　縄文土器片526点が出土している。第412図1の深鉢のロ縁部片は覆土から出土している。2～6は探鉢

の口綾部片である。2・3はLRの単節縄文の隆起手法の縄文帯に沿って浅い沈線が施されている。4・6は

混入した可能性がある。4はRLの単節縄文の沈線手法の縄文帯が施され，口唇部にコブ状突起が付されてい

る。6はLRの単節縄文で，口唇部にコブ状突起が付されている。5はRLの単節縄文で，大形のブタ鼻状突

起が付されている。7～9は探鉢の胴部片である。7は押庄文をもつ紐線文が施され，以下に条線文が斜行し

ている。8は押庄文をもつ紐線文が施され，以下にLRの単節縄文の沈線手法による帯縄文が施されている。

9は押庄文をもつ紐線文が施され，沈線手法によるRLの単節縄文の縄文帯及び条線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代後期後菓（安行2式期）と考えられる。

第2444号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第412図 深　　 鉢 A 〔33．0〕 口緑部片。ロ緑部に押庄文を有する紐線文が貼 り付けられている。胴部に 砂粒 ・スコリア P 83　10％

1 縄文土器 B （8．5） ほ横位の条線文及び2 本単位の洗練文が施され，沈線間にR L の単節縄文 褐色 覆土

が充填されている。 普通 安行 2 式

謡間
、肇軒

葡謬醇　　H2l
0　　　　　　　　　　　　10cm

l　一　一1－　」

第412図　第2444号土坑出土遺物実測図

第2445号土坑（第411・413図）

位置　調査区の南東部，D15g2区。

重複関係　第24舶号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．95m，短径0．91mの不定形で，深さは120cmである。

長径方向　N－900－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　8層に分層され，覆土の堆積状況から人為堆積と考えられる。
土居解説

1極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　5　褐　　色　　ロームブロック微量

2　黒褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　6　褐　　色　　ロームブロック少量

3　褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　7　褐　色　　ロームブロック少量，6層より色調が明るい

4　褐　　色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　　ロームブロック微量，7層より色調が明るい
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遺物　縄文土器片381点，土器片円盤1点及び磨石1点が出土している。第413図1の土器片円盤と2の磨石は

覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。

第2445号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値 （cm ） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第413図 1 土器片円盤 3．7 3．3 1．0 （14．0） 95 条線文。 D P 17　覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（0m） 厚さ（qm） 重量 （g ）

第413図 2 磨　　 石 7，7 6．5 4．6 （315，0） 安　 山　 岩 Q 16　覆土

第413図　第2445号土坑出土遺物実測図

C
0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

第2446号土坑（第414図）

位置　調査区の南東部，D14eo区。

重複関係　第434号住居跡の南側部分を掘り込んでいる。北側部分で第2503号土坑と重複しているが，新旧関係

は不明である。

規模と平面形　径2．06mの円形で，深さは105cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは北東壁際に位置し，長径55cm，短径38cmの楕円形で，深さは50cmである。P2は北側に

位置し，長径42cm，短径34cmの楕円形で，深さは18cmである。

覆土　4層に分層され，覆土の堆積状況から人為堆積と考えられる。
土居解説

1褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　　ロームブロック多量

3　褐　色　　ロームブロック多量，2層より色調が明るい

4　褐　色　　ロームブロック少量

遺物　縄文土器片203点，敲石1点が出土している。第414図1の探鉢の胴部から口縁部の破片と2の敵石は覆

土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。
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第2446号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第414図 探　　 鉢 A 〔2 8．6〕 胴部から口緑部の破片。胴部は直線的に立ち上がる。斜行する条線文が施 砂粒 P 84　25％　P L 56

1 縄文土器 B （2 9．3） されている。 灰褐色

普通

覆土

堀之内 I 式

図版番号 器　　 桂
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm ） 幅（仙） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第4 14図 2 敲　　 石 15．3 9．6 4．5 （1，030．0） 安　 山　 岩 Q 17　覆土

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　＿＿＿」

⊂⊃
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第2451号土坑（第415図）

位置　調査区の南東部，D14dO区。

重複関係　第2520号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　径〔1．88〕mの円形と推定され，深さは63cmである。

堂　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1黒褐色　　炭化物多量

2　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片490点が出土している。第415図1の深鉢の胴部から口緑部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2451号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測借（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第415図 深　　 鉢 A 〔22，6〕 胴部か らロ緑部の破片。口緑端部に小突起を有 し，地文は無節縄文である。 砂粒・雲母・スコリア P8 5　30％　P L 56

1 縄文土器 B （2 6．4） 補修孔がある。 褐色

普通

覆土

堀之内 I式

第415図　第2451号土坑・出土遺物実測図

第2456号土坑（第416図）

位置　調査区の南東部，D14f9区。

重複関係　東側部分で第2457号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．80m，短径〔1．70〕mの楕円形と推定され，深さは62cmである。

長径方向　N－00

壁　段状に立ち上がる。

底　平坦である。
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第416図　第2456号土坑・出土遺物実測図
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ピット1か所。Plは中央部に位置し，長径23cm，短径18C皿の楕円形で，深さは28cmである。

遺物　縄文土器片286点，石皿1点及び不明石器1点が出土している。第416図1は探鉢の胴部から口緑部の破

片で，RLの単節縄文が施されている。2の石皿は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2456号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（qm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第416図 2 石　　 皿 （21．2） （17．7） 7．1 （2920．0） 安　 山　 岩 Q 18　覆土　 凹石兼用

第2459号土坑（第417図）

位置　調査区の南東部，D14f9区。

重複関係　北側部分で第2458号土坑と，南側部分で第2518号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径〔1．25〕m，短径1．08mの楕円形と推定され，深さは53C皿である。

長径方向　N－80－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは北東部に位置し，径23cmの円形で，深さは58cmである。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。
土層解説

1褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子微量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

造物　縄文土器片315点及び土器片円盤1点が出土している。第417図1の土器片円盤は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。

第2459号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（qm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文様 の特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第417区11 土器片円盤 3．6 3．4 0．8 （13．0） 95 無文。 D P 16　覆土

⑥旦22・4m　　　　　　旦

一二宅許∨　－
0　　　　　　　1m

！；l

0

』±＝＝∃cm

第417図　第2459号土坑・出土遺物実測図

第2461号土坑（第418図）

位置　調査区の南東部，D15fl区。

重複関係　東側部分で第2462号土坑を掘り込んでいる。南側部分で第2434号土坑と，西側部分で第2428号土坑
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第418図　第2461・2462号土坑実測図

とそれぞれ重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径1．95mの円形と推定され，深さは40cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは北東壁際に位置し，長径72cm，短径48cmの楕円形で，深さは52cmである。

覆土　4層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　3　褐　　　色　　ロームブロック少量

2　にぷい褐色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　色　　ロームブロック少量，3層より色調が明るい

遺物　縄文土器片2点が出土している。第419図1の探鉢の口縁部片と2の深鉢の胴部片は覆土から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2461号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第419図 探　　 鉢 A 〔20．8〕 ロ緑部片。ロ緑端部に沈線が施されている。ロ緑部には隆帯による区画文 砂粒 ・長石 ・雲母 P 86　 5 ％　P L 56

1 縄文土器 B （4．1） 及び渦巻文が施され，区画内にはR L の単節縄文が充填されている。頚部 にぷい赤褐色 覆土

は無文である。 普通 加曽利 E I式

2

探　　 鉢 B （15．の 胴部片。胴部下位がわずかに内攣する。R L の単節縄文を地文に，沈線に 砂粒 ・石英 ・ P 87 10％　P L 56

縄文土器 よる懸垂文及び蛇行沈線文が施 されている。 スコリア

にぷい赤褐色

普通

覆土

加告利 E I式

第419図　第2461号土坑出土遺物実測図
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第2462号土坑（第418図）

位置　調査区の南東部，D15日区。

重複関係　第2461号土坑に掘り込まれている。北東部分で第2492号土坑と重複しているが，新旧関係は不明で

ある。

規模と平面形　長径1．92m，短径1．54mの楕円形で，深さは86cmである。

長径方向　N－230－W

壁　袋状である。

底　平坦である。

ピット1か所。Plは南西壁際に位置し，長径52cm，短径37cmの楕円形で，深さは36cmである。

覆土　7層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　　ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　色　　ロームブロック中量

6　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　褐　色　　ローム粒子少量，1層より明るい

遺物　縄文土器片181点が出土している。第420図1の深鉢の胴部から口緑部の破片と2の探鉢の口緑部片は覆

土から出土している。1と2は接合しないが，同一個体の可能性がある。3の深鉢の口緑部片は覆土下層から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第2462号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第420図 深　　 鉢 A 〔25．6〕 胴部からロ緑部の破片。キャリバー形の詩形で，ロ線部上位に沈線が施さ 砂粒 ・長石 ・雲母 P88A 40％　P L 56

1
縄文土器 B （22．9） れ部分的に沈線 に沿って交互刺突文がみられる。口綾部にはR L の単節縄 にぷい橙色 覆土

文を地文に，粗 く貼 り付けられた隆帯で渦巻文及び区画文が施 されている。

隆帯に沈線が施 されている部分がみられる。 ．

普通 加曽利E I 式併行

2

探　　 鉢 B （9．2） 口緑部片。縄文及び沈線の施された把手を有する。R L の単節縄文を地文 砂粒 ・長石 ・雲母 P88 B　5 ％　P L 56

縄文土器 に，粗 く貼 り付けられた隆帯により区画文が施 されている。 にぷい橙色

普通

覆土

加曽利E I 式併行

－479－
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第420図

3

探　　 鉢 B （7．6） 胴部から口緑部の破片。口縁部は内野する。眼鏡状把手を有する。ロ緑端 砂粒 ・長石 ・雲母 P 89　5 ％　P L 57

縄文土器 部に沈線が施され，把手につながる。口緑部は隆帯及び沈線により区画さ にぷい橙色 覆土

れ，区画内に交互刺突文及び縦位の沈線が施されている。口綾部と胴部は

把手から続く沈線の施された厚い隆帯で区画され，胴部にはR L の単節縄

文が施されている。

普通 加曽利 E I式

第2465号土坑（第421図）

位置　調査区の南東部，D15h4区。

重複関係　第2464号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．95m，短径〔1．18〕mの楕円形と推定され，深さは65cmである。

長径方向　N－40－W

壁　緩やかに立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　4層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

4　褐　色　　ロームブロック少量

遺物　縄文土器片85点が出土している。第421図1の深鉢の口緑部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第2465号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （qm） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第421図 深　　 鉢 B （7．3） 胴部からロ緑部の破片。ロ緑部は内轡する。眼鏡状把手を有する。把手先 砂粒 ・雲母 ・ P 9 0　 5 ％

1
縄文土器 端に沈線の施 されたU 字状の隆帯が貼 り付けられている。ロ緑部は沈線の スコリア 覆土

施された隆帯で，文様を施 している。地文はR L の単節縄文である。 にぷい赤褐色

普通

加曽利E I 式

第421図　第2465号土坑・出土遺物実測図
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第2468号土坑（第422図）

位置　調査区の南東部，D14eo区。

重複関係　第2469号土坑に掘り込まれている。南側部分で第2470号土坑と重複しているが，新旧関係は不明で

ある。

規模と平面形　長径2．33m，短径1．90mの不整楕円形で，深さは74cmである。

長径方向　N－0。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット1か所。Plは北壁際に位置し，径26cmの円形で，深さは20cmである。

覆土　4層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック微量

2　黒褐色　　炭化物少量

3　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック中量

遺物　縄文土器片14点が出土している。第422図1の深鉢の口緑部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2468号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第42 2図 深　　 鉢 A 〔29．0〕 胴部からロ緑部の破片。胴部からロ緑部にかけて外傾する。口緑部に微隆 砂粒 ・長石 P9 1 10％　P L 57

1 縄文土器 B （11．1） 起線文 を巡らして，無文帯を作 っている。胴部はR L の単節縄文 を施 して にぷい橙色 覆土

いる。 普通 加曽利 E Ⅳ式

」
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　；　　　！

＼頭霹圏暫
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－I I1－・11
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第2472号土坑（第423図）

位置　調査区の南東部，D15e2区。

規模と平面形　長径1．51m，短径1．35mの楕円形で，深さは50cmである。

長径方向　N－150－W

壁　袋状である。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは中央部に位置し，径36cmの円形で，深さは15cmである。

覆土　5層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。
土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化材中量，炭化物微量

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，炭化材少量
3　にぷい褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック多量
4　にぷい褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量
5　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック多量

遺物　縄文土器片12点が出土している。第423図1の深鉢の口緑部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2472号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第423図 深　　 鉢 B （13．1） 胴部からロ縁部の破片。口緑部は内轡する。□緑部から胴部にかけて，キ 砂粒 ・雲母 P 92 10％　P L 57

1 縄文土器 ザ ミが施された隆帯 により文様が描かれている。区画文内には沈線文を施 黒褐色 覆土

している。 普通 中峠式

第423図　第2472号土坑・出土遺物実測図

第2474号土坑（第424図）

位置　調査区の南東部，D15gl区。

重複関係　第432号住居跡の西側部分を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．32m，短径1．20mの楕円形で，深さは84cmである。

長径方向　N－0。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。
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底　平坦である。

ピット1か所。Plは中央部に位置し，径47cmの円形で，深さは59cmである。

覆土　8層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子多量　　　　　　　　　　5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　明　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子多量　　　6　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量
3　褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化材少量　　7　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子微量，ローム中ブロック少量　　　　　　8　にぷい褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片133点が出土している。第424図1・2の深鉢の口綾部片は覆土から出土している。3は深鉢

の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，2本一組の微隆起線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第2474号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（皿） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第424図 探　　 鉢 A 〔3 0．7〕 ロ線部片。口縁部は内轡する。ロ緑部にはR L の単節縄文 を地文とし，微 砂粒 ・雲母 P9 3　5 ％　P L 57

1 縄文土器 B （7．2） 隆起線文が施されている。 黒褐色

普通

覆土

加曽利E 皿式

2

深　　 鉢 A 〔29，0〕 胴部か らロ緑部の破片。波状口縁。縄文の施された把手を有する。胴部に 砂粒 ・長石 ・雲母 P94　5 ％　P L 57

縄文土器 B （10．1） は微隆起線の磨消帯が施 されている。縄文はR L の単節縄文である。 橙色

普通

複土

加曽利E Ⅲ式

‖二‾「二三「′「＿

l l l
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第424図　第2474号土坑・出土遺物実測図

第2475号土坑（第425図）

位置　調査区の南東部，D14d9区。

重複関係　第436号住居跡の西側部分を掘り込んでいる。南側部分で第2522号土坑と重複しているが，新旧関係

は不明である。

規模と平面形　径1．57mの円形で，深さは50cmである。
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第425図　第2475号土坑・出土遺物実測図
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璧　袋状であるp

應　平坦である。南西壁際に大形ピッ　がある。

覆豊　　層に分層され　Å為堆積　考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色

2　暗褐色
3　暗赤褐色
Li　褐　　色
5　暗褐色

（う　暗　褐色

U一一ム粒j’・・ロームブし「ノウ微量．炭化物中量

ローム粒子の炭化物少量

Yl7・一！、粒子微量，焼土粒j’一少昌二

ローム粒子・ロームブロック多量

ローム粒召数量，焼土粒J’・少量

H－ム粒j’一少量

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′′　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　ノ　　　′＼、′′　　　　　　　／＼′　　′　　　　　　　　　　　、　　　′　′　　　　　　′　　・・

′　　　　　　　　　′一　　　′′　′　　　　′　・・

窮鍼潤考量既出羞遽磯観察蔑

図版番号 器　 種 桓 測酌 mき！　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 胎士 の色調 せ焼成　 備　 考

審寸25回 深　 鉢　 Å 注目 〕 胴部から目線部の破片予胸部は くびれて，目線部は外 反する十日綾部には† 砂粒 ・長石 ・石英　 P9 5　4的 P L 57

ま
縄文士器　 8 「器・辛 」単位 と推定される厚みのある棟 S 字状の権幕が貼 り付けられている∵無　 雲母　　　　　　 覆土下層

文である＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　 中峠式

普通

深　 鉢　 Å 〔鮎 の　 胴部か㍉目線部の破片∴胸部は大きく外に膨らむ∴目線部には，刺突文及　 砂粒　　　　　　 P96 10 0。P L 57

ウ
ル

縄文土器 IB　 了．当 び　 本単位の横位の沈線が籠されている㍉胴部にはR L の単轟 電文を地文 l にぷい赤褐色　 1電工中層

日冊三沈経文および縦位LT）沈綿が施されている、、

．L＼〔18．両

B　纏減
胴部からロ緑部の破片。胴部上位で外側に太き　張　出し内攣する。ロ緑
端部に薄い隆管が貼　柳ナられている。無文である。

砂粒の石英の雲母

にぷい赤褐色

普通

P9710（）C，P L57

覆lt二卜闇

図版番号　　 器　　 種
計　　 測　　 値しcm読 重軸 畳　 ㌢芸　 形状及び文様の特徴

備　　　 考長　 さ i 幅

第般図項 土器片円盤i「 摘 i 絹 037　 日 2時 i 95 i粂線文o　　　　　 i
り㌘摘　覆土

′　了　′

′、′　′　　　′　、　′　′　　　′

′　　　′　　　　　　　　　　′

長径方向　N－310－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　皿状である。

′′　　’　　　　　こ’　　　ノく′′＿、′∴．言　　一．・′　∴　、．′，・′　二．

・．　′　′′　′　　′　t′　＼　′　／、

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子・焼上拉召敬呈，ローム小ブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック少量

、・・．ご　′　′　′ノ′：′′　　　′、　′、′　′ノ　′ノ‥く　㍉、．ミリ、、ち、′′　＿．／′．ふ！、∴　∴．′′、㍉　′リl・　二、′、．∴

、′　′ノノ　′　　　　　　　　ノ′′ノ　　　こ　　　　　　．　　　　　　　　′　　　∴　．′　′
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第2486号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第426図 藻　　 鉢 B （11．0） 波状口縁。端部に薄 く隆帯を巡らして，隆帯に沿ってペン先状工具による 砂粒 ・雲母 P 98　 5 ％　P L 57

1 縄文土器 押引 き刺突文が施されている。把手中央の0 字状の隆帯の下に蛇行する隆 灰黄褐色 覆土

帯を垂下させている。隆帯に沿って瓜形文が施 されている。 普通 阿王台Ⅲ式

三‡l三∴ニ≒士‾
旦

ヽ　J　　』二二ヒヨm

第426図　第2486号土坑・出土遺物実測図

第2492号土坑（第427図）

位置　調査区の南東部，D15日区。

重複関係　北側部分で第2512号土坑と，南西部分で第2462号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．90m，短径2．50mの楕円形で，深さは35cmである。

長径方向　N－380－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは南側に位置し，長径66cm，短径46cmの楕円形で，深さは86cmである。P2は西壁際に位

置し，長径56cm，短径（46）cmの不整形で，深さは35cmである。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土居解説

1　暗褐色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

遺物　縄文土器片66点，土製耳飾り1点，磨石1点が出土している。第427図1の土製耳飾り，2の磨石は覆土

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。

第2492号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 帽 厚　　 さ

第427図 1 土製耳飾 り 3．2 2．4 2．9 （20，0） 95 無穿孔。ラッパ状。 D P 20　覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（Gm） 帽（qm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第427図 2 磨　　 石 8．1 7，7 4．4 （4 58，0） 安　 山　 岩 Q 20　覆土　 凹石兼用
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◎
冒
第427図

0　　　　　　2．5cm

L、＿＝＝＿上二」

第2492号土坑・出土遺物実測図

⊂ 0　　　　　　　　　　　10cm

L二、－・十－1－－」

第2493号土坑（第428・429図）

位置　調査区の南東部，D15el区。

重複関係　第433号住居跡を掘り込み，第439号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長径2．35m，短径〔2．02〕mの楕円形と推定され，深さは54cmである。

長径方向　N－200－W

壁　外債して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは南東部に位置し，長径43cm，短径35cmの楕円形で，深さは23cmである。

覆土　5層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量

2　黒褐色　　ローム粒子・炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子中量

4　褐　色　　ローム粒子少量

5　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック少量

遺物　縄文土器片407点，敵石1点，獣骨片が出土している。第428図3～5の深鉢と浅鉢の口縁部片，1・

2・6の探鉢の胴部から口緑部の破片，第429図13の敲石は覆土から出土している。7・8は深鉢の口縁部から

胴部の破片で，LRの単節縄文を地文に長方形区画文及び三角形区画文が隆帯で施され，隆帯に沿って沈線が

施されている。8は波頂部に隆帯で渦巻文を描き，幅狭の口綾部に縦位の沈線文が施されている。胴部はRL

の単節縄文を地文に幅の狭い沈線による3本1線の磨消懸垂文が施されている。9～12は深鉢の胴部片である。

9は2本あるいは3本単位の沈線を垂下させ，沈線間を磨り消している。10はRLの単節縄文を地文とし，沈

線を垂下させ沈線間を磨り消している。11はLRの単節縄文を地文とし，2本単位の沈線が横位沈線による連
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第423図　第2493号土坑・出土遺物実測図（1）
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バ

⊂⊃
第429図　第2493号土坑出土遺物実測図（2）

＿丁．：：

狐文を施し，沈線間を磨り消している。12は複節縄文を地文に2本単位の沈線による懸垂文及び蛇行沈線が施

され，沈線間を磨り消している。獣骨はイノシシとシカである。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第2493号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色訪ト焼成 備　　　 考

第428図 探　　 鉢 A 〔19．2〕 胴部から口綾部の破片。ロ緑部は内管する。地文はR L の単節縄文で，口 砂粒 ・長石 P9 9　30％　P L 57

1 縄文土器 B （25．7） 緑部に無文帯 をもつ。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅲ式

2

探　　 鉢 A 〔17．4〕 胴部から口縁部の破片。ロ縁部は内野する。口縁部は隆帯により区画文及び 砂粒 ・長石 PlOO lO％　P L 57
縄文土器 B （8．4） 渦巻文が施され，地文としてR L の単節縄文が施されている。胴部の地文は にぷい赤褐色 覆土

R L の単節縄文である。 普通 加曽利E II式

3

深　　 鉢 B　 （4．8） 口綾部片。波状口緑。波頂部に隆帝による渦巻文が施された突起を有し． 砂粒 ・赤色粒子 P lO 1　 2 ％
縄文土器 突起から続 く隆帯によりその直下に渦巻文が施されている。 褐色

普通

覆土

加営利E Ⅱ式

4

探　　 鉢 B （4．5） ロ緑部片。口緑部上位に沈線による渦巻文が施 された隆帯 を巡 らしている。 砂粒 P lO2　 2 ％

縄文土器 口縁部には隆帯による文様が施され，地文としてR L の単節縄文が施 され にぷい赤褐色 覆土

ている。 普通 加曽利E Ⅱ式

5

浅　　 鉢

縄文土器

A 〔4 6．4〕

B　 （5．2）

ロ緑部片。ロ綾部は外反する。無文である。赤彩痕。 砂粒 ・長石 ・雲母

にぷい黄褐色

普通

P lO3 10％　P L 58

覆土

加曽利E Ⅱ式
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図版番号 器　　 撞 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第428区I 深　　 鉢 A 〔29．6〕 胴部からロ緑部の破片。キャリバー形の器形で，地文はR L の単節縄文で 砂粒 ・石英 ・雲母 P 155 10％　P L 57

6 縄文土器 B （16．8） ある。口線端部の沈線間に円形刺突文が施 されている。胴部は3 本の沈線 スコリア 覆土

により連孤文が施 されている。 にぷい褐色

普通

加曽利 E Ⅱ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（Gm） 幅（cm） 厚さ（om） 重量 （g ）

第429図13 敲　　 石 （9．3） 7．5 4．0 （423．0） 安　 山　 岩 Q 21 覆土　 凹石兼用

第2495号土坑（第430図）

位置　調査区の南東部，E15e2区。

規模と平面形　長径〔1．62〕m，短径（0．54）mの楕円形と推定され，深さは69cmである。

長径方向　〔N－35。－W〕

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，人為堆積と考えられる。

土居解説

1褐　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化物微量

2　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化物微量

3　にぷい褐色　　ローム粒子・炭化物少量，ローム中ブロック中量

遺物　縄文土器片32点が出土している。第430図1は深鉢の口緑部片で，円形刺突文を施している。地文は撚糸

文である。2・3は探鉢の胴部片で，2は撚糸文を地文に沈線で逆U字状に区画し，沈線間を磨り消している。

3はRLの単節縄文を地文とし，幅の狭い沈線の磨消懸垂文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

Å
－22．4m

電≡∋【

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　［

第430図　第2495号土坑・出土遺物実測図

第2497号土坑（第431図）

位置　調査区の南東部，E15b6区。

重複関係　北西部分で第2602号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。
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第431図　第2497号土坑・出土遺物実測図
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親機藍平衡形　長径。鋸m　短径を寝mの掩閤形で　深さは鋸Gmである。

長径方向　N－u－・1←上。．－′、W

璧　ほぼ垂直に立ち上がる。、

底　平出である。、

尊堂　　層に分層されタ　自然堆積と考えられる。

土居解説

l　褐　色　　ローム粒子中量夕　炭化粒子後遺

2　暗褐色　　ローム粒子のロ…ム中プロッタ少量

3　暗褐色　　断つ絹拍∴ローム顔プロッタ微量　炭化粒子少量

4　暗褐色　　ローム小プロッタ少量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

一　　　　　　　　　　　　　、　ノ　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　：′′

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　、　　　　ノ

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′　′　　　　　　　′　　　　　　　　　′

窮鍼野考量琉出藍造機観察湊

図鵬 号　　 音　 種　　 舶 k mラ　　　　　　　　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴　　　　　　　　 胎ま き色調 を焼成 備　　　 考

第13掴　　 深　 鉢　 Å　伸 す両　 胴部から目線部ハ破片∵目線部は内曾十る　 目線部∵門車刺窯及び沈線の　 砂粒 ・長有 ・ P lり1 1日㌔P L 薄

縄文土器　 B　ね 。郎　 施 された把手を　 づ㍍目線部は　 法線及び円形利発が施 された隆管により スコリア 将士

区画されている。区画内は無文である。胴部には無節縄文が施されている。 にぷ齢橙色 堀之再 I式

普通

深　　鉢

縄文土器

A LM．5〕

Il（、27．臣

胴部から目線部の破片。打線部はわずかに外反する。胴部中位から日経部

にかけてRLの単節縄文が施されている。

砂粒・長石・雲母

スコリア

にぷい黄橙色

普通

P川5　二狛°いI〕I．諒

覆土

堀之内‡式

．1　　　　／′′三ノ、．鋸

’′、　　′∴．／　　　　　　　　　　′（

、、　　・ニニ′　　　′　言了ノ′・　′　　　　　　　　　：二．二．

長径方向　N－340－rW

壁　外傾して立ち．＿l二がる。

底　平坦である。

′′　　　　　　　　＿　′　ノ！ノ　′′　′　　　　　′′　　′　・・・

土暦解説

1暗褐色　　ロ一・一一ム粒子少量，ローム中ブロック微；量

2　褐　色　　ローム粒子中量・ローム小プロ・ツケ少昌‡呈：

：〕　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック少量

．．　バ・．　ノ，J・上、　最　誉　′　ノ　′　　　　　　　／　　ノ　′．′　　　・人′′′　／′′二

へ　‥；l・五　六　　一　　功吉′ン　　　　　′　′　　ノ　ー　　′　．．．′．

第朗報考量境出藍遺物観察湊

緋 器 種i 畏 芸i 測幅 値∈cm志 浩 ラ量 誓　 形状及び文様の特徴　 備 考

雛3図1 匡梨耳飾りい せ4　巨 の4 豆の7　巨 細 i 9　 庫 。横 字状文豊　　　　 恒 飢 覆土
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㊨　逐隠餉

箋涙

窮姻聞　第朗報尊意痍砂出藍達観実演据

㌦言
⑳　　　　　　　　　　　　　　芝悶

』　　　室

∴　∴∴

′′′　　　′・　　‥　　　　・′

重複関係　第436号住居跡の北壁を掘り込んでいる。

′

長径方向　N．“一一一30で－“Ⅵr

璧　袋状である。〕

底　平出であるし、

尊堂　　層に分層され　鬼為堆積　考えられる。

土居解説

温　褐　　　色　　ロ㌔硝浮動凱　ロームかプロッタの炭化物少選

にぷい褐色　　ローム粒子やぴ－ム太ブロックの炭化物中量

3　暗　褐　色　　口匝ム粒子中量芦　ローふ小プロッタ少量責炭化物微量

◎　　　　　　霊。5電照

』≡豊≡≡≡』

1－1　褐　　　色　　tトーム粒」’‘・炭化物少量，ローム中ブし「ノク中量

5　褐　　　色　　しトム粒J’・少鼓　しトム小ブロック中量，炭化物微ら‥；二

、

′′　　　′′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　・・

の単節縄文である。

′　　′　　　　　　　　　　　　‥　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ、′　′・′′

窮鍼鍋考量境出藍遽磯観察湊

図版番号 i 器　 種 匝 酌 mラi　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 隼 … ＿ ． 匪 … 掛 離 日 清　 孝

第ヰ33図 深鉢把手　 B　痛．針　 眼鏡状把手∴孔 に沿1 てキザ ミをもつ隆希が施 されている∴　頂部には，キ　 砂粒 ・長石 ・雲母　 P lO6　 5 。。

且 縄文土器　　　　　　　 ザ ミをもづ細い権幕による渦巻文が施 されている十　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色　　　 覆土

普通　　　　　　　 車峠式併行

深　　 鉢　 Å 〔邦．0〕 目線部片十　日綾部は内攣する∴キザ ミをもつ権幕により施 した区画内に縦　 砂粒 ・長石 ・石英　 P lO7 5 0。P L 58

2
縄 文土器　 B　 ィ．6〕 位の沈線が施されている∵区画外 にはキザ ミをもつ薄い隆帯が貼り付けら　 雲母 ・スコリア　　 覆土

れている十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　　 中峠式併行

普通

深　　 鉢　 A 〔33，の　 胸部から目線部の破片十日縁部は内攣する∴目線部に把手を有する∵目線　 砂粒 ・長石 ・雲母　 P lO8 5 ％ P L 5 8

3
縄文士器　 B　り1．幸　 部は区画文に沿って爪形 文を施し，沈梯間に交互刺実による横位 と縦位の　 スコリア　　　　　 覆土

連結コの宇文が施 されている∴胴部には無節縄文が施されている∴　　　　　 褐色　　　　　　 中峠式

普通

図版番中 種 転 ‡ i 測幅 催窪 京島 量 誓　 形状及び文様の特徴
備　　　 考

酌罰属中 土断 纏 い 47　 恒 や7　 日 や項　 緩む郎 i 粥　 条経文0 D P 22　覆土
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第433図　第2499号土坑・出土遺物実測図
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第2502号土坑（第434図）

位置　調査区の南東部，D15el区。

重複関係　南側部分で第2512号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．86m，短径1．44mの不整楕円形で，深さは65cmである。

長径方向　N－47。－W

堂　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

＼」Ⅱ‾
0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

Y sK25t2

第434図　第2502号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！
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土居解説

且　暗　褐　色

2　褐　　　色

：1　褐　　　色

にぷい褐色

5　褐　　　色

（う　掲　　　色

7　褐　　　色

し「ノム粒」’・中量．しト・ム小ゾ日ソク・炭化物少量

l二トlム粒」’一・歳化物少量，しトーム小ブロック中量

目－ム粒川一量，ロー～ム小プロ、ノク微量，炭化物少量

口・－・ム粒ナ多量、ローム中ブロック少量

IJ一一一ム粒‾j’‥しブーム小ゾし「ソク・炭化物少量

しトム粒jつ瑞．しトム′「ハトソク微量，尉ヒ物少量（．3層よ吊帝が）があまい）

＝－ム粒j’・中量，しトーム小ブし上ノウ・尉ヒ物微ら二i：

′　　　　　　　　　　　′　ノ　　ー　　　　、　　′

の破片芦　の採鉢の胴部片は覆土から出土している。

′　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　′　　　　ノ′′　　′　′′′

第霧腱骨豊境出藍遺物観察湊

図獅 考 巨 詳　 橙 計測酌 m ）i　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 恒 や色表 せ焼成
備　　　 考

第寸封図　　 藻　　 鉢 A は∴の　 胴部から目線部の破片∴胴部は内攣する∵＝唇部直下ここ沈線が施 されてい　 砂粒 ・長石 P l川 100。P L 舗
1　　　　 縄文士器 B　巾 ・い　 る∴胴部にはR L の車節縄文が施 されている∴　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色 覆土

普通 堀之内 1 式

深　　 鉢 B　紹 湖　 底部から胴部の破片㌶底部はわずかに横に突出する。胴部は外傾 して立ち　 砂粒 Pl伸　30㌔　P L討
2　　　　 縄文土器 C　 拍湖　 上が 軋　 中位でわずかに内攣する。地文は無節縄文である。　　　　　　 橙色 覆土

普通 堀之内 1式

深　　 鉢 B　L狂 お　 胴部片∵　L R の樽柿縄文を地文に．隆苦で長方朝 来に区画され，区画内に　 砂粒 P lll 却キ　P L 58
3　　　　 縄文土器 沈融 二よる渦巻文が施されている∴　　　　　　　　　　　　　　　　　 赤褐色 博士

普通 堀之内 I式

第誠酢骨羞境　第墟園）

ノ　　　′　　　　　　　　　　′　、

、′　　ノ　　　　　　　′　′　　　　　　　′ノ　．　′∴　ノ．、ノ＼こ′′∴　／1　′‘、：十、′

いるが，新旧関係は不明である。

′　　　一　　　　′　　′‘・亘′、：こ二・一二タン′J

璧　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

′、　　　　　一′　　ノ、ノ′J　′・－　ノ　　　　′

土暦解説
1　黒褐色

2　黒褐色
：弓．黒褐色
．－I．黒褐色
5　褐　色

6　暗褐色

ローム粒子・炭化物少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子・ローム小ブロック中量

ローーム粒J’一多鼠　ローム小ブし「ノク中量

ローム粒子少量

遽磯　縄文土器楕頂岩痕及び獣骨が出土している。第脳園　の深鉢の胴部から打線部の破片は覆土から出土して

いる。

所農　本跡の時期は診　出土遺物から縄文時代中期複葉（加曽刹EⅢ式期）と考えられる。

′∴〟′　一∴一一、′海上二圭＿こ

図版番号　　 器　 種　　 測値毎）　　　　　　　 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎早 掛 鋸 「 備　 考

第435図　　 深　 鉢　 Å〔21．0〕胴部から＝綾部の破片㍉目線部はわずかに内攣する∴日暮部直下に沈線が 砂粒　　　　　　　 Pl1230％P L謎
l　 縄文土器 B （ま5．0）雷雲豊漂 ；孟孟悪霊慧讐霊雷芸浣票慧忘豊芸羞誓 警讐芸芸禁霊隻票禁 にぷい橙色　　　　 覆土

普通　　　　　　　 加曽利EⅢ式
位に充填されている∴
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第435図　第2507号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　；　　　［

0　　　　　　　　　　　　　10cm

「一　　一十一一　一一一」

第2510号土坑（第436図）

位置　調査区の南東部，D14d9区。

重複関係　第431号住居跡・第2524号土抗を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径0．43m，短径0．37mの楕円形で，深さは18cmである。

長径方向　N－00

壁　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

遺物　縄文土器片8点が出土している。第436図1の台付鉢の胴部から口緑部の破片は覆土から出土している。

2は深鉢の胴部片で，胴部に条線文を斜行させ，押圧文をもつ紐線文が巡らされている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後菓（安行2式期）と考えられる。

Å
旦21．6m　　＿

ヽ
0　　　　　　1m

！；！

第436図　第2510号土坑・出土遺物実測図
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第2510号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 儲 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第43 6図 台 付 鉢 A 〔18．4〕 胴部からロ緑部の破片。胴部中位で大きく膨らみ，口綾部はわずかに外反 砂粒 ・雲母 ・ P l13 2 0％ P L 5 8

1
縄文土器 B （14．5） する。口縁部はブタ鼻状突起 とキザ ミをもつ隆帯により文様帯を区画 し， スコリア 覆土

R L の単節縄文を地文に弧状の沈線が施 されている。胴部中位にキザ ミを にぷい褐色 安行 2 式

もつ隆帯を巡らし，下部には斜行する粂線文が施されている。 普通

第2512号土坑（第437図）

位置　調査区の南東部，D15el区。

重複関係北側部分で第2502号土坑と重複し，南側部分で第2492号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径1．73mの円形と推定され，深さは95cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　8層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

第437図　第2512号土坑・出土遺物実測図

「∴
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土居解説
1　暗赤褐色　　焼土粒子多量，炭化物微量
2　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物微量

5　黒褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物中量
6　褐　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量

7　褐　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　　8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片109点が出土している。第437図1の深鉢の胴部片，2の浅鉢の胴部から口緑部の破片，3

の深鉢の底部片は覆土から出土している。4は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，キザミをもつ隆帯が施

されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2512号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Gm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第439図 深　　 鉢 B （14．2）胴部片。胴部は外債 して立ち上がり，肥厚 してほぼ垂直に立ち上がる。胴 砂粒 ・長石 ・雲母 P 114 10％　P L 58

1 縄文土器 部にはキザ ミをもつ隆帯が垂直あるいは半円形状に施され，内側に沈線に にぷい橙色 覆土

よる渦巻文が施 されている。 普通 中峠式併行

2

浅　　 鉢 A 〔37．0〕 胴部から口緑部の破片。胴部は大 きく外傾 し，口繰部は外反する。無文で 砂粒 ・長石 ・雲母 P l15　10％

縄文土器 B （7．6） ある。 赤褐色

普通

覆土

中峠式

3

深　　 鉢

縄文土器

B （6．7）

C　　 9．2

底部片。底部は外傾 して立ち上がる。無文である。 砂粒 ・長石 ・雲母

にぷい黄橙色

普通

Pl16 10％　P L 58

覆土

第2514号土坑（第438図）

位置　調査区の南東部，D14bO区。

重複関係　西側部分で第2507号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径〔1．23〕mの円形と推定され，深さは102cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　措鉢状である。

覆土　6層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒褐色　　ローム粒子・炭化物微量
2　黒褐色　　ローム粒子・炭化物少量
3　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック少量

4　暗褐色　　ローム粒子・炭化物微量
5　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック少量
6　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック中量

遺物　縄文土器片48点，獣骨片が出土している。第438図1は探鉢の胴部から口縁部の破片で，口縁部に結節沈

線文が施され，胴部は縦位の条線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。

0　　　　　　　1m

L＿；」

第438図　第2514号土坑・出土遺物実測図

ー499－

0　　　　　　　5cm

！；　一一！



第2515号土坑（第439図）

位置　調査区の南東部，D14d8区。

規模と平面形　径〔0．98〕mの不整円形と推定され，深さは46cmである。

長径方向　〔N－150－E〕

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片4点，獣骨片が出土している。第439図1は深鉢の胴部片で，微隆起線を施し，RLの単節縄

文が充填されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第439図　第2515号土坑・出土遺物実測図

第2516号土坑（第440図）

位置　調査区の南東部，D14d9区。

規模と平面形　長径1．72m，短径（0．62）mの不定形で，深さは38cmである。

長径方向　〔N－80－E〕

壁　緩やかに立ち上がる。

－500－

旦22．。m

‾レ〈／「，m
l　；！

第440図　第2516号土坑・出土遺物実測図
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底　凹凸である。

ピット1か所。Plは南壁際に位置し，長径53cm，短径43cmの不整形で，深さは72cmである。

遺物　縄文土器片60点が出土している。第440図1は探鉢の口緑部片である。地文はRLの単節縄文で，隆帯が

波状に施されている。2は深鉢の胴部片で，キザミをもつ隆帯が蕨手状に貼り付けられ，隆帯に沿って刺突文

が施されている。地文は条線文である。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期後菓（加曽利E式期）と考えられる。

第2521号土坑（第441図）

位置　調査区の南東部，D14d9区。

重複関係　南側部分を第431号住居跡に掘り込まれ，第2522号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．93m，短径（1．20）mの楕円形と推定され，深さは54cmである。

長径方向　N－520－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1黒褐色　　ローム粒子・炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

t　－”・t　”一一一一一」

第441図　第2521号土坑・出土遺物実測図
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・・′　　・　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　、　　　′　　：

‥　′　、・．　　　．信．　′　－’、　㌦、　　　　　ん、二、　　　′　　　／、

′

図版番号 器　 橙 桓 偉く滅 i　　　 港 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 匪 … 摘 機 引　 備＋ 考

第引1回 深　　 鉢　　　 しいう．中　胴部片∴胴部はわずかに内攣する∴沈線による曲線的な幅広の磨消苗が施　 砂粒 ・長石　　　　 Pl17 3帖　 P L59

呈 縄文土器　　　　　　　 されている∵　縄文はL R の単節縄文である∴　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 覆土

普通　　　　　　　 加曽利E Ⅲ式

第露鍼尊堂痍　第舶園ラ

′　′′　ノ　ノ　　　　　　　　　′

．、　　　　　′　　、′、　、　∴　　．′　　　　‥　　　　′、′　′　、

′く　　　　　　∴　　′、一　∴三　　′．ノノ

壁　袋状である。

底　平坦である。

′　；　　　　　．．　　　　　　　　　　′　　　∴．

円形で，深さは23cnlである。

、

土居解説

1　褐　色　　U一一ム粒J’一多量，ローF一一ム小プロ＼ノク中鼠　焼「二粒j「・・炭化物少量

コ　褐　色　　ローーム粒‾J二中量，「「一一ム中プロ、ソク・炭化物少量

：3　褐　色　　t」－ム粒j’・・［コ←一一ム小ブロック中量，炭化材・炭化物少量

・・－1暗褐色　　しブーム粒J「・多量∴l」－ム小ブロック微量，炭化材少量，炭化物中量

5　褐　色　「1－ム粒戸車量，ローム小ブロック微量

（う　褐　色　　U一一ム粒J’一多量，ローム中プロ、ソク中量，炭化物少量

7　褐　色　　ローーム粒子「い量，ローム申ブロック少量

′　　　　　　　　一′　　　．・　　一、、・・′′　．・　　　　　・．、′仁、　　　　　1‘′′；、　：′′　洲．　‾

′　　　　　　．　　　　　　′ノ　　∴　′′　　　　　‘′、・・′、・．　　′′′ノ・′

ノ・、・・1‘．　　　　．ン′一　′　∴・　　　・′　　　　　一、、　　一　ユ：．　′　′

審議鍼萄羞境出藍逸機観察嚢

図版番号　　 器　　 種　　 測債 km ）　　　　　　　　 音　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 匪 ＝ 摘 機 項　 備＋ 考

第引 図　　 深　　 鉢　 A　はL O〕 胴部から目線部の破片∵　わずかに内攣する∴　日縁部には交互刺実による連 砂粒 ・長石 ・雲母　 P l18Å20㌔P L 59

縄文土器 B　L18．事　 績コの字文が施 されている∴胸部には＝唇部直下に経常が巡らされ，L R 暗褐色　　　　　　 覆土

1　　　　　　　　　　　　　　 の単節縄文を地文に3 本 1線沈碑文が施 され，沈線の施された隆帯がL 字 普通　　　　　　　 大木 S a式併行

状に貼り付けられている予隆帯 に沿ってペン先状工具による刺突文が施 さ

れているナ

深　　 鉢　 B　り ．事　 胴部片√　L R の単節縄文を地文に， 2 本あるいは3 本 1 祖の沈線により曲 砂粒 ・長石 ・雲母　 P llさB 20 0u P L 59

2　　　　 縄文土器　　　　　　　 線的文様が描かれている√ 暗褐色　　　　　　 覆土

普通　　　　　　　 大本 8 a式併行

図版番号 器 軽 蔑紬 mラ　 幅km了 ； 厚軸 で直 巨 質　 備　　 考

重量（g）

節用図3 恒 嘘　 片 i 2e7 ！ 486 ！ 1・2 胤351 黒 曜 石　 棒 2　覆土

－502－
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第442図　第2524号土坑・出土遺物実測図
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第2541号土坑（第舶3図）

位置　調査区の南東部，C14j7区。

重複関係　北西部分を第2845号土坑に掘り込まれている。南側部分で第2838号土坑と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と平面形　長径1．58m，短径1．46mの楕円形で，深さは12cmである。

長径方向　N－710－E

ー503－



壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは中央部に位置し，長径38cm，短径35cmの楕円形で，深さは47cmである。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物少量

2　にぷい褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

3　褐　　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

遺物　縄文土器片351点，磨製石斧1点が出土している。第443図1の探鉢の口緑部片及び5の磨製石斧は覆土

から出土している。2は探鉢の口緑部片で，交互刺突文が施されている。3は複節縄文を地文に沈線の磨消懸

垂文が施されている。4はLRの単節縄文を地文とし，沈線文が縦位に施されている。4は混入したものであ

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

（か　　ま

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第443図　第2541号土坑・出土遺物実測図
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第2541号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第443図 深　　 鉢 A 〔48．0〕 口緑部片。ロ綾部は内攣する。ロ緑部は隆帯 により区画され，区画内に R L 砂粒 P l19　5 ％　P L 59
1 縄文土器 B （8．0） の単節縄文が充填されている。 にぷい褐色

普通

覆土

加曽利 E I 式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第44 3図 5 磨製石斧 （8．7） 5．6 3．3 （2 14．0） 砂　　　 岩 Q 23　覆土

第2567号土坑（第444図）

位置　調査区の南東部，D14fO区。

重複関係　第429号住居跡の北壁を掘り込んでいる。東側部分で第2428号土坑と重複しているが，新旧関係は不

明である。

規模と平面形　長径〔0．72〕m，短径〔0．50〕mの楕円形と推定され，深さは45cmである。

長径方向　〔N－420－E〕

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量
2　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック・炭化物微量
3　暗褐色　　ローム粒子・炭化物少量
4　褐　色　　ローム粒子・ロームブロック中量

遺物　土偶1点が出土している。1のミミズク形土偶は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後葉（安行1式期）と考えられる。

ミヱこ…．′二、、日

目　　　／／
＼＼　　／／
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＼

－i．、

SK2428

－忘5。．

A
－22．4m

「一言
0　　　　　　1m

！；i

0　　　　　　　　　5cm

L i　　！

－505－

第444図　第2567号土坑・出土遺物実測図



第2567号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（qm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 帽 厚　　 さ

第44 4図

1

土　　 偶 11．8 6．2 3．1 （167） 80 顔面部は縄文の施された隆帯で緑即 され，ボタン

状の目とロを有している。肩部は張り．胴部はくび

れて脚部となる。腹部は樹れ，中央部にボタン状の

貼付文を施している。裏面は横位の沈線により区画

されている。縄文は単節縄文である。赤彩軋

D P 24

覆土

安行 1 式

第2764号土坑（第舶5図）

位置　調査区の南東部，D14f6区。

重複関係　南東部分で第2810号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．37m，短径1．82mの楕円形で，深さは55cmである。

長径方向　N－640－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積後，人為的に埋め戻されたと考えられる。

／　　　堪）　A21・7m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

－506－
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第445図　第2764号土坑・出土遺物実測図
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土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小・中・大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片139点，土器片円盤1点，土器片錘1点が出土している。第445図1の深鉢の胴部から口綾部

の破片，2の土器片円盤，3の土器片錘は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2764号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第44 5図 深　　 鉢 A 〔2 9．0〕 胴部から口綾部の破片。小波状口緑を皇 し．口綾部は内野する。微隆起線 砂粒 ・雲母 P 120 10％　P L 59

1 縄文土器 B （2 1．4） により帽狭の無文帯が区画される。胴部は2 帯構成で，沈線によりU 字状 にぷい褐色 覆土

の文様が施されている。縄文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利E Ⅳ式

図版番号 券　　 種
計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第44 5図 2 土器片円盤 4．8 4．5 1．4 （33．0） 95 無文。 D P 25　覆土

3 土 器 片 錘 5．2 4．7 1．3 （37．0） 9 5 沈線及び単節縄文 R L 。 D P 26　覆土

第2772号土坑（第舶6図）

位置　調査区の南東部，D14e4区。

規模と平面形　径1．15mの円形で，深さは76cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　皿状である。

覆土10層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられるが，撹乱されている可能性がある。

土居解説

1褐　色
2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物少量，焼土粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化物多量
ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量
ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子微量，炭化物少量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子・ローム小ブロック中量，壌土粒子・炭化物少量
ローム粒子多量，ローム中ブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
ローム粒子・ローム小ブロック多量，壌土粒子・炭化物中量

遺物　縄文土器片74点，土器片錘1点が出土している。第446図1の土器片錘は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第446図　第2772号土坑・出土遺物実測図
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第2773号土坑（第447図）

位置　調査区の南東部，D14e6区。

規模と平面形　径2．53mの円形で，深さは76cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは南壁を掘り込み，長径69cm，短径51cmの楕円形で，深さは確認面から105cmである。P2

は西壁を掘り込み，径44cmの円形で，深さは確認面から79cmである。

覆土　9層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　暗褐色

8　褐　色

9　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子微量，炭化粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子t炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子中量，粘土微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　縄文土器片71点が出土している。1の深鉢の胴部から口緑部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第447図　第2773号土坑・出土遺物実測図

－508－



第2773号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第44 7図 深　　 鉢 A 〔2 1．0〕 胴部から口縁部の破片。胴部は外傾 し，口縁部はわずかに内管する。波状 砂粒 ・長石 ・石英 P 12 1 2 0％　P L 59

1
縄文土器 B （15．4） 口線。ロ緑部は隆線 と沈線で渦巻文及び区画文を描き，区画内にL R の単 スコリア 覆土

節縄文が施されている。ロ縁部と胴部は太い隆帯で区画され，胴部にはL にぷい橙色 加曽利E I式

R の単節縄文を地文に沈線がY 字状に施されている。 普通

第2775号土坑（第448図）

位置　調査区の南東部，D14e4区。

規模と平面形　長径1．64m，短径1．17mの楕円形で，深さは36cmである。

長径方向　N－320－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片31点が出土している。1の深鉢の胴部から口緑部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2775号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 謹 計測値 （om） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第448図 深　　 鉢 A 〔29．0〕 胴部から口綾部の破片。胴部はわずかに外傾 してロ緑部に至る。胴部には 砂粒 ・長石 P 12 2　2 5％　P L 59

1 縄文土器 B （27．9） 半裁竹管による平行沈線文が縦位に施されている。 にぷい橙色

普通

覆土

堀之内 I式

こl千ニ
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第448図　第2775号土坑・出土遺物実測図
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窮那贈号豊琉　第舶囲う
′

・・　　　、　　ノ　　′　　　　、　　　　、　ノ、

璧　外傾して立ち＿l二がる。

底　平坦である。

覆豊　　層に分層されるが　撹乱のため堆積状況は不明である。

土居解説

褐　色　　ロ…ム粒子中農　炭化粒子少巌

2　褐　色　　スコリア微量

．ノ　　　　　　　　　′　　‥、一　′二、ノ、　・．　　　　′　　　　′．　　　　　．′：

′　　　　　　　　′′　　　－　　　　　　　　　、　　　　　′

第誹鰯聾羞既出羞適磯観察嚢

踊 朋 つ 器＋ 穫 匪 蠣 廟 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 匪 ＝ 摘 機 項　 備・ 壷

第舶 図　　 深　　 鉢　 B　 纏。幻 把手を有する＝綾部片∴＝綾部は内攣する∴　目線部はキザミをもつ隆希に　 砂粒 ・スコリア　　 P123　5㌔　P L59

1　　　　 縄文土器 清→て爪彬文が施されている∴＝綾部文様苗と胸部を区画する降帯は下方　 橙色　　　　　　 将士

に突出している．以下は無文である∴　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 阿王台Ⅲ式

㌔　⑥　　塑鮒舶

賃謙遜
轡

′

2

態
◎　　　翫闘

』≡藍≡≡』

、

◎　　　　　　　5鑑悶

』≡藍≡≡』

′一

燈置　調査区の南東部　D摘監　区。

重複関係　第2808号士坑に掘り込まれている。

．′：、、・／∵ノ′．

璧　袋状である。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローーム粒戸中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子・焼士粒一戸I二1量．炭化粒子少量

こう　褐　色　　ローム粒i’一多鼠　焼巨粒子・少量∴　炭化粒子微量

1－1　褐　色　　ロー一一ム粒千少量，炭化粒子微量

5　明褐色　　ローーム「巨プロ、ノク微量

バ　∴、．t　・′　′：了　　　　一・、．‘　　　　　　　　　∴　′．‘′′、　∴∴．㌧・　′′　′．　′、－、弓′′．く　’一　㌦′ノ・

斧は覆土から出土している。

ノ　　′　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　′二　．ノ・・

－510－



第2807号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第450図 深　　 鉢 A ［30．0］ 胴部か らロ緑部の破片。胴部下位はわずかに外博して立 ち上がり，中位で 砂粒 ・雲母 ・石英 P 124 10％　P L 60

1 縄文土器 B （16．7） 屈曲 し，ロ縁部に至る。ロ緑部はわずかに肥厚 し，隆苗によるⅤ字状文を スコリア 覆土

施 している。地文は無節縄文である。 にぷい褐色

普通

阿玉台Ⅳ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　 考
長さ（om） 幅（cm） 厚さ（Gm） 重量（g ）

第4 50図 2 打製石斧 6．8 4．4 1．5 （62．0） 緑色凝灰岩 Q 26　覆土

つ　く

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト　－　十－lll一一」

二∵
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第450図　第2807号土坑・出土遺物実測図

第2811号土坑（第451図）

位置　調査区の南東部，D14C7区。

規模と平面形　長径1．19m，短径0．90mの楕円形で，深さは22cmである。

長径方向　N－620－W

壁　緩やかに立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　2層に分層され，堆積状況は不明である。

土居解説

1極暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量

2　褐　　　色　　焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片27点，土器片円盤1点，磨石1点が出土している。第451図1の土器片円盤，2の磨石は覆土

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。
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第2811号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値 （cm ） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第45 1図 1 土器片円盤 3．7 3．5 0．8 （12．0） 95 単節縄文 R L 。 D P 30　覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（Ⅷ） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第451図 2 磨　　 石 7．1 6．6 4．0 （32 7．0） 安　 山　 岩 Q 27　覆土

／　①　旦21．8m

二　≡
‾で喜ユー一一一一一

「ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第451図　第2811号土坑・出土遺物実測図

⊂⊃て

第2826号土坑（第452図）

位置　調査区の南東部，D14e7区。

重複関係　第2827号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　径［1．88］mの円形と推定され，深さは63cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，覆土の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム′トブロック・炭化粒子微量

2　褐　色　　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック微量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

‾乙＿S‾

第452区l　第2826・2827号土坑実測図
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遺物　縄文土器片41点が出土している。第453図1・2の深鉢の胴部から口緑部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式）と考えられる。

第2826号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第453図 深　　 鉢 A 〔42．0〕 胴部から口縁部の破片。口綾部はわずかに内野する。波状口緑。波頂部に 砂粒 ・長石 ・雲母 P 125 10％　P L 60

1
縄文土器 B （19．8） 隆帯で渦巻文が施 されている。頸部に隆帯を巡 して，口緑部文様帯を形成 にぷい赤褐色 覆土

している。ロ緑部には沈線により文様が施 されている。胴部には隆帯に沿

ってキザミが施されている。

普通 阿王台Ⅳ式

2

深　　 鉢 B （10．3） 胴部から口緑部の破片。穂状把手を有 し，口縁部は内轡する。把手を起点 砂粒 ・長石 ・石英 P 126 10％　P L6 0

縄文土器 に，R L の単節縄文を施 した隆帯を巡 している。胴部は無文である。 スコリア

にぷい褐色

普通

覆土

阿王台Ⅳ式

第453図　第2826号土坑出土遺物実測図

第2827号土坑（第452図）

位置　調査区の南東部，D14d7区。

重複関係　南側部分を第2826号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　径［0．75］mの円形と推定され，深さは69cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片19点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物及び遺構の形態から縄文時代中期と考えられる。
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第2839号土坑（第454図）

位置　調査区の南東部，D14a8区。

重複関係　北側部分で第2863号土坑と，西側部分で第2838号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径［3．00］m，短径［2．28］mの楕円形と推定される。深さは62cmである。

長径方向　N－860－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは南側に位置し，長径56cm，短径49cmの楕円形で，深さは45cmである。P2は中央部に位

置し，径42cmの不整形で，深さは83cmである。

遺物　縄文土器片156点，土器片円盤1点，磨石1点が出土している。第454図1の土器片円盤，2の磨石は覆

土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第2839号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 桂
計　　 測　　 値（om） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文様 の特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第454図 1 土器片円盤 2．7 2．3 0．9 （7．0） 95 単節縄文R L 。 D P 3 1 覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（qm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第454図2 磨　　 石 （8．4） 7．3 5．2 （33 5．0） 安　 山　 岩 Q 2 8　覆土　 凹石兼用

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第454図　第m9号土坑・出土遺物実測図

第2840号土坑（第455図）

位置　調査区の東部，C14g5区。

規模と平面形　径1．36mの円形で，深さは112cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　措鉢状である。

覆土　8層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。
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土居解説
1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック中量
6　褐　　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　にぷい褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック中量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片11点が出土している。第455図1の深鉢の底部から胴部の破片と2の鉢は覆土から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第2840号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第455図 深　　 鉢 B （2 4．3） 底部から胴部の破片。胴部は内野気味に立ち上がる。 R L の単節縄文を地 砂粒 ・雲母 ・ P 127 5 59も　P L 60

1
縄文土器 C　　 6．4 文に，幅広の2 本沈線の磨消懸垂文が施 されている。 スコリア

にぷい橙色

普通

覆土

加曽利E Ⅱ式

2

小 形 鉢 A　 15．5 胴部は外傾 して立ち上が り，上位で内噂 しロ線部に至る。口唇部はやや肥 砂粒 ・長石 ・雲母 P 128　95％　P L 6 0

縄文土器 B　　 9．2

C　　 9．2

厚する。無文である。 スコリア

にぷい橙色

普通

覆土

加曽利E 式

！　　⑥　　旦21・4m

第455図　第2840号土坑・出土遺物実測図

－515－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！



第2841号土坑（第456図）

位置　調査区の東部，C14i7区。

規模と平面形　長径2．13m，短径1．50mの楕円形で，深さは56cmである。

長径方向　N－550－W

壁　袋状である。

底　平坦である。

ピット　1か所。北側に位置し，長径51cm，短径41cmの楕円形で，深さは77cmである。

覆土　4層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　褐　色　　ローム粒子多量，ロームノトブロック・焼土粒子微量，炭化粒子少量
3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック中量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片70点が出土している。第456図1の探鉢の胴部から口緑部の破片は覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2841号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第456図 探　　 鉢 B （19．0） 胴部からロ緑部の破片。口綾部は内轡する。眼鏡状把手を有する。ロ緑部 砂粒 ∵良石 ・雲母 P 129 20％　P L 60

1 縄文土器 にはキザミをもつ隆帯により渦巻文，あるいは区画文が施され，区画内に にぷい褐色 覆土下層

は沈線が充填されている。 普通 中峠式併行

I　　　⑥
／／‾、＼
／　　　　　j＼

て「了
0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一‥　－十　…‥lll」

第456図　第2841号土坑・出土遺物実測図
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、

位置　調査区の東部　しつ右（i区ご

親機藍学薗形　長径の粥m　短径。霊mの緒閏形で　深さは鍼だ血である。

長径方向：N－・111uF17し「一一E

璧　袋状である、＿、、

底　平坦である√

尊堂　　層に分層され　堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

（う　褐　色

ローム粒子中量汐　ローム小ブロック少量　廃土粒子の炭化粒子微量

しプー…ム粒J’一・歳化粒再一量，u∴－ム小ブU！ノク少量，焼十粒自敬量

Llトー∵ム粒jr・・炭化粒＿i’一少：‡－L Lトームノ・Jブ＝∵ノク・焼I常イ潤描．：

主トム粒j’一′れ量，U一一ム小ゾIJ、ソク・焼廿1イ一・歳化粒召敬量

「トー∴小ゾし「ノケ少量，焼＝位十・歳化拉自散量

「トー∴申ブl「ノケ・焼上位！一・甘化粒召粧一一；：

′′ノ　′′　　く　　　一

破片　第媚園　の採鉢のm部から胴部の破片撃　の把手部軌　の深鉢の底部から胴部の破片及び　の土器片

閤盤は覆土から出土して折る。郡　深鉢の描線部片等　横位と斜位の法線及び交互刺発覚が施され　その上か

′

所農　本跡の時期は　出土遺物から縄文時代中期中葉　中略戎期）と考えられる。

第謂朗萄羞琉出藍達観観察嚢

－　ygケ－　くどす7　　円凶徽：評者 券　 種　 計測値 kmラ　　　　　　　　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴　　　　　　　　 胎ま め色調 か焼成　　 備　　 考

第五丁図 沌　　 鉢　 1 し寸1．ご〕 胴部から目線部の破片＋　キャリノ＼－彬の器彬で，目線部は外傾守る＋口唇　 砂粒 ・長右 ・雲母　 Pl封　 5 ㌔　P L机

鼠
縄文土器　 B　 級 糾　 部外商 には隆管が波状に貼　 榔 すられている。赤彩痕。　　　　　　　　　 にぷい黄橙色 覆十

普通

深　　 鉢　 Å 〔狛 瀬　 胴部か ㍉＝緑部の破片＋目線部はわずかに内攣する十眼鏡状把手を有する㍉　砂粒・長右・雲母 ・ P 13ご　 5 ㌔　 P L 6 1

2
縄文十器　 H　H 潮　 目緑舶 二は把手下から沈線の施 された隆希が波状に貼 り付けられている∴　　 石英 ・スコリア　　 将士

用船 ∴l R L の車節縄文が施 されている∴　　　　　　　　　　　　　　　　 吠褐色　　　　　　 中峠式併行

普通

藻　　 鉢　 Å　 最を　　 胴部からロ舶 の縮 む胴部はほぼ垂直に立ち上が軋　 びれてロ鵬 に　 砂粒 0長石 を　　　 m 諏　 減％　P 溝 の

3
縄文十器　 B　T H H 「トン　 目線部には寸単位の橋状把手が付く十　日縁部には沈線による長楕円　 ヌ∴コリア　　　　　 覆土

彬区画内に交互刺空文が施 され，区画下にはキザ ミが施されている∴胴部　 橙色　　　　　　 中峠式

にはR L の単節縄文が施されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

第458図 藻　 鉢　 Å 1吊　 胴部から＝縁部の破片∴胴部は内暫し，目線部はわずかに外反する∴目線　 砂粒 ・長石 ・亨 母　 P13 1 3帖　 P L 6 1

逢 縄文土器　 B 〔12．日　 部に2 対の眼鏡状把手をもつ∵全面にR L の単節縄文が施され，胸部には　 褐色　　　　　　 覆土

沈線による曲線的文様が描かれている√　　　　　　　　　　　　　　　　 普適　　　　　　 中峠式

深林把手　 B　イバ ） 眼鏡状把手破片十夫側には結節沈線文及び沈線が施されている∵　裏側には　 砂粒 ・長石 ・雲母　 P l紳　 5 ㌔

5 縄文士 器　　　　　　　 2 単位の太きめの円形刺突文が施されている√　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 覆土

普通　　　　　　　 中峠式

深　　 鉢　 B　十粧 中　 底部か周 鵬 にの破片∵胸部は直線的に立ち上がる∴地文はR L の単節縄文　 砂粒 ・長石 ・雲母　 P 133　3帖　 P L 61

6
縄文土器　 r　 H J である。 橙色　　　　　　　 覆土

普適　　　　　　　 中峠式

図版番目
器　 種 i　 計　 測　 値（iCm志 浩 ）量 警 告　 形状及び文様の特徴　 備 考

つ 脊　健棒「澤議
第摘図9 匡断 円盤巨 el 恒 の9 や　 い 糾　 い 5　 単節線飢 民0　　　　　 恒 霊 覆土
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I　　　七．，，⑥　旦21・6m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　　；　　　！

第457図　第2344号土坑・出土遺物実測図（1）
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第458図　第2844号土坑出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿i

第2848号土坑（第459図）

位置　調査区の東部，C14g6区。

重複関係　南側部分で第2849号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．97m，短径1．58mの楕円形で，深さは71cmである。

長径方向　N－440－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは南東壁際に位置し，長径55cm，短径44cmの楕円形で，深さは30cmである。P2は北西壁

際に位置し，長径58cm，短径24cmの不整楕円形で，深さは79cmである。

覆土　4層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子・ローム少ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片34点，岩版1点が出土している。第459図1の若版は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物と覆土の類似から縄文時代中期と考えられる。

第2348号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長 さ（m ） 幅（qm） 厚さ（qm） 重量（g ）

第459図 1 岩　　 版 7．9 5．0 1．9 （118．0） 砂　 口　 岩 Q 2 9　覆土
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第459図　第2848号土坑・出土遺物実測図
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第2853号土坑（第460図）

位置　調査区の東部，C14g7区。

規模と平面形　長径3．27m，短径2．66mの楕円形で，深さは120cmである。

長径方向　N－770－E

壁　袋状である。

底　ほぼ平坦である。

覆土　6層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1黒褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　　ローム粒子・ロームブロック・炭化物少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子・焼土ブロック中量，炭化物少量　　　　　5　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　黒褐色　　炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色　　ローム粒子・ロームブロック中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片189点，土器片錘1点が出土している。第460図1の探鉢，2の深鉢の胴部からロ綾部の破片，

3の浅鉢の底部から口緑部片，第461図4の浅鉢の口緑部片及び9の土器片錘は覆土上層から中層にかけてから

出土している。5～8は深鉢の口縁部片である。5はキザミ目をもつ隆帯及び沈線で区画されている。6は交

互刺突文及び横位の沈線が施され，地文を条線文に，山形沈線文が施されている。7は横位の沈線及び交互刺

突文が施され，RLの単節縄文の隆起手法の帯縄文には浅い沈線が施されている。8はキザミをもつ平行沈線，

及びキザミをもつ隆帯が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2853号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第460図

1

深　　 鉢 （A）A　21．5 屈曲底を呈し，ロ緑部はソロバン玉状で，大小二つの把手 を有する。口縁 砂粒 ・長石 ・雲母 P 135 A ・B P L 6 1

縄文土器 B （，34．0）部は把手から続 く沈線により区画 され，口唇部直下に交互刺突文が施 され にぷい赤褐色 80％

（B）B （6．3）ている。区画内は無文である。地文は撚糸文で，隆帯 により口綾部と胴部 普通 覆土上層

C　 9，0 を区画している。胴部には，沈線をもつ隆帯が蕨手状 に施 されている。 中峠式併行

A とB は同一個体

2

探　　 鉢 B （8．4） 胴部か ら口緑部の破片。ロ福部は内野する。ロ緑部には，交互刺突文及び 砂粒 ・長石 ・雲母 P 1 70　 5 ％

縄文土器 キザ ミ日が施 され，沈線の施された隆帯が桟S 字状に施されている。胴部 石英 ・スコリア 覆土

にはR L の単節縄文が施 されている。 にぷい褐色

普通

中峠式併行

第46 1図 浅　　 鉢 A 〔39．6〕 底部からロ縁部片。胴部は外反 して立ち上がり，口綾部は屈曲して内傾す 砂粒 ・長石 ・雲母 P 136　25％　 P L 6 1

3 縄文土器 B　 17．3

C　 lO．0

る。ロ緑部には隆帯による渦巻文が施 されている。 橙色

普通

覆土上層

中峠式併行
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第461図　第2853号土坑出土遺物実測図（2）
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第461図浅　　鉢A〔57．2〕ロ緑部片。沈線による渦巻文が施されている。赤彩痕。 砂粒・長石・雲母P137　5％

4 縄文土器B（2．7） にぷい褐色

普通

覆土中層

中峠式併行

図版番号器　　桂
計　　測　　値（cm）重　　量

（g）

現存率

（％）

形状及び文様の特徴 備　　　考

長　　さ幅厚　　さ

第461図9土器片錘3．7 3．2 0．9 （14．0）95単節縄文RL。 DP33　覆土

第2854号土坑（第462図）

位置　調査区の東部，C14i8区。

重複関係　西側部分を第2855号土坑に掘り込まれている。北側部分で第2856号土坑と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と平面形　長径2．00m，短径1．44mの不定形で，深さは44cmである。

長径方向　N－590－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片49点が出土している。第463図1の深鉢の口綾部片及び2の浅鉢の胴部から口綾部の破片は，

覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第2854号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 桂 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第463図 深　　 鉢 B （18．0） 山形状把手をもつロ緑部片。L R の単節縄文が施 された把手につながる隆 長石 ・雲母 P 13 8　5 ％　P L 61

1 縄文土器 帯で区画文が施されている。区画に沿って押引き刺突文が施され，区画内 にぷい赤褐色 覆土

に縦位の細い沈線が施されている。 普通 中峠式併行

2

浅　　 鉢 A 〔45．4〕 胴部から口縁部の破片。口綾部は内攣する。ロ縁部に隆帯が山形状に貼 り 砂粒 ・石英 ・雲母 P13 9　20％　P L 6 1

縄文土器 B （9．5） 付けられている。 スコリア

にぷい褐色

普通

覆土

中峠式併行

第2856号土坑（第462図）

位置　調査区の東部，C14i8区。

重複関係　南西部分を第2869号土坑に掘り込まれている。南側部分で第2854号土坑と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と平面形　長径2．31m，短径1．63mの楕円形で，深さは100cmである。

長径方向　N－280－W

壁　袋状である。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは南東壁際に位置し，径34cmの円形で，深さは12cmである。P2は北西壁際に位置し，径

54cmの円形で，深さは30cmである。

覆土　5層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物微量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

5　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片428点，土器片円盤1点及び剥片1点が出土している。第464図1の土器片円盤と2の剥片は

覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物及び遺構の形態から縄文時代中期と考えられる。

第2856号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 様 の特 徴 備　　　 考

長　　 さ 幅 厚　　 さ

第464図1 土器片円盤 4．4 4．1 0．9 （23．0） 95 単節縄文 L R 。 D P 3 4　覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第464図 2 剥　　 片 2．65 1．5 1．3 5 （2．62） 黒　 曜　 石 Q 30　覆土

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト1　－－　t　　一一　1

第464図　第2356号土坑出土遺物実測図
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第2858号土坑（第465図）

位置　調査区の南東部，D14a5区。

重複関係　第2870号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径2．30m，短径（1．30）mの楕円形と推定され，深さは75cmである。

長径方向　N－430－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，堆積状況は不明である。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子多量，・ローム小ブロック・炭化粒子中量　　　　3　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片239点，土器片円盤1点が出土している。第465図1・2の把手と4の土器片円盤は覆土から

出土している。3は浅鉢の口緑部片で，交互刺突文を施している。地文はRLの単節縄文で，沈線をもつ隆帯

が波状に施されている。4は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2858号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （om） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第465図

1

探　　 鉢

縄文土器

B （6諸） 把手郡片。細い粘土紐が横位 と縦位 に貼 り付けられている。 砂粒 ・長石 ・雲母

にぷい橙色

普通

P 14 0　 5 ％

覆土

中峠式併行

2

深　　 鉢

縄文土器

B （4．3） 把手部片。細い粘土紐が横位に施されている。 砂粒 ・長石 ・雲母

にぷい赤褐色

普通

P 14 1　 5 ％

覆土

中峠式併行

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（om） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び 文様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 帽 厚　　 さ

第465図 4 土器片円盤 4．0 3．05 0．9 （16，0） 95 撚糸文。 D P 3 5　覆土

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

j　　　　；　　　！

第465図　第2858号土坑・出土遺物実測図

干順二
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窮朗報考量琉　第媚園）

′　、　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　、　　′　′　　、′

・　　　　ニ　　　　　　　　　、、　　′　′

最径方向　N－84し1－E

壁　袋状である。

底　平坦であるし「

、、　　　　　、′．、　　　；・　、ノ、　、′′：∴

尊堂　温層に分層され　鬼為堆積と考えられる。

土暦解説

1褐　色　　tAトム粒再一量，ロー一一一ム小ブロック少量，U－ム申ブロック・焼十粒千・歳化粒召散量

2　褐　色

：〕　褐　色

Ll　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7＋褐　色

8　褐　色

（）褐　色

10　褐　色

11褐　色

ローム粒千・日ーr一ム小ブロック少量，焼士粒子微量

ローム粒子・ローム小ブロック「巨星，ロー一一ム申プロ、ソク・焼土粒子・尉ヒ粒子微量

焼一班、と千・炭化粒子微量

U一一ム申プロソク中量

しトム粒j’・・Lトム小ブ「ブック多量，しトム中ブロック・炭化粒Jナー少量，焼‖拉千微量

l」－ム小プロ、ソク少：二責：

U一一ム【巨71コック少量：

ローーム中ブロック中量（5層よ周帝まりが強いう

ローーム粒習一一量，ローム小ブロック少量，焼圭粒J’一・歳化粒子微量

ローム小ブロック・ローF…ム中ブロック少量

・　　　、・　　　　・・　′　、′　　　′′　′、′　′　　　′′　′　∴・．1ノ’、′．、′　l

部の破片は覆＿士中層から出土してし、lる。

′　′′　′′ノ　　′　　　　　　　′．　　　　、　　　　　　　　　′　　　′∴　　　′

、　　　　　　　　　　　　－

図版番号 器　種匝値毎ラ　　　　 器形及び文様の特徴　　　　 ‾‾‾‾‾表土の色調ず焼成
備　　　考

第亜6国 深　　鉢　Å　20．1　胴部から目線部の破片しキャリバー形の器彬で，口縁部に眼鏡状把手が1 P142　3000　PL61

鼠
縄文土器 B　溶．寸）か所付く∴把手にキサミ日をもつ隆帯がS字状に貼り付けられている√口　にぷい橙色 覆土中層

縁部は無文である∴日録部と胴部は交互刺実による連続コの字文で区画さ　普通 小峰式

れ，胴部にはRLの単節縄文が施されている∴

2

深　鉢　B （1生1日底部か周鵬にの破片∵胴部は外傾して立ち上がる㍉無文である∵　　　　　 砂粒・長石・雲母・Pl43 10°。PL61

縄文土器 C 〔丘の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石英・スコリア 覆土中層

にぷい黄橙色

普通
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第466図　第2859号土坑・出土遺物実測図
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ノ

′　　′　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　′

・　　　、：　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　．・．

壁　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

－　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　．・・

土居解説

1　暗褐色　　ローム粒j－：一少量，炭化物微量

2　褐　色　　ローム粒子中量＼ロームブロック少量

：う　褐　色　　ローム粒J’一多量，ロー→ムブし「ノク中量

Ll　褐　色　　ロー一一ム粒子多量，ローームプロ・ソク少量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノ　　　　　　　　　′

－　　　　　　　　　′－　　　′　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′′

第謂醍尊堂既出豊遺物観察嚢

図版番号　　 器　　 擾　　 測倦 km ）　　　　　　　　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 匪 ＝ 摘 憾 引　 備＋ 考

第8 図　　 深　 鉢　 Å 持 ，巾　 胴部から目線部の破片∴胴部は直線的に立ち上が り，目線部には4 か所の 砂粒 ・長有　　　　 Pl引　 潮㌧　 P L損

縄文士器　 B トは 榊　 山形状の把手をもつ∴全面にL R の単節縄文が施されている．キザミ日を にぷい褐色　　　　 底面

1　　　　　　　　　　　　　　 もつ断面三角形の隆希により目線部文様希が構成され．頭部は無文で，斬 普通　　　　　　　 阿王台Ⅳ式
面カマボコ状の隆帯及び沈線によ周舶 βと区画 されている∵胴部には J 環

1　　　　 1　　　 1状の突起を肯する隆苦が貼り付け㍉れ，桂苦に沿∵て沈線が施されている．1 ii i　 状の突起を者する隆帯が貼紺 けちれ 隆帯捕 って波線が施されているo i ii

深　　 鉢　 Å　上目〕 胴部は直線的に立ち上がり、目線部はわずかに外傾する∴地文はL Rの車　 砂粒・長石・右奥・ P l15　60㌔　P L寝

2　　　 縄文工器　 B J 軋5　 節縄文で、2 本の隆希により口綾部文様帯が作られ、佳肴に沿って曲線的　 雲母 底面

C　 9．5　 な沈線文が描かれている∴胴部には沈線により顧手文が施されているし にぷい赤褐色 阿王台Ⅳ式

普通

′　　　　、

′　′′　ノノ　　′　＝　　　ヽ　　　　　　′

′　　　　　　　　′　　　′　　、　　　′

璧　袋状である。

底　平坦である。

覆蓋　6層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土暦解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　　ローム粒子・炭化物微量

3　黒褐色　　ローーム粒子・炭化物少量

ムユ　暗褐色　　ローム粒子中量，ローームブロック少量

5　暗褐色　　ローム粒子・ロームブロック中量

6　褐　色　　ローム粒子・炭化物少

－528－



0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

第467図　第2862号土坑・出土遺物実測図
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窮窯貼聾藍境出藍遺物観察湊

図版番号 i 器　 橙 桓 測酌 項　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 匪 ＝ 摘 機 項　 備＋ 考

第逢6 8図 浅　　 鉢　 Å 〔5 1．4〕 底部か ら目線部片∵底部は小さい∵＝縁部には ヰ単位 と推定 される突起を 砂粒 ・長石 ・雲母　 P l亜　 L川㌔　P L 62

且 縄丈土器　 B 16．0　 もつ∴赤彩痕∴ にぷい褐色　　　　 底面

普通 阿王台Ⅲ式

深　　 鉢　 B　 げ．巾　 目線部片∵隆希 を渦巻状に貼 り付けた突起をもつ∴突起から続 く隆帯が＝ 砂粒 ・長石 ・雲母　 P 17 1　 2 ％

2 縄 文土器　　　　　　　 縁部に下がり，目線部には半敲竹管による結節沈線文及び山形沈線文が施 赤褐色　　　　　　 覆土

されている㍉ 普通　　　　　　　 阿王台Ⅲ式

3

深　　 鉢　 B （用言） 把手部片∴隆帯により文様を施し，隆希に沿ってキザミが施されているJ 砂粒 ・長石 ・　　　 P l告　 2 ㌔

縄文土器 スコリア　　　　　　 覆土

にぷい赤褐色　　　 阿玉台Ⅲ式

普通

′．、ノ　′　′

ノ　′′′・′　・′　、く　　く

重複関係　南側部分で第2858号上坑を掘り込んでいる。

ごl二　二　　一’．ノ‘、　　′餞　　　′：　∴′′、：．′・　、二・．、・・：′　・リ、′′

長径方向　N－00

璧　袋状である。

底　皿状である。

尊堂　　層に分層され　Å為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子微量，炭化粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子・ローム小ブロック多量，炭化粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第468図　第2367号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片37点が出土している。第469図1の深鉢の胴部から口縁部の破片は覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第2870号土坑出土遺物観察表

図版番号 諸　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第46 9図 深　　 鉢 A 〔3 1．0〕 胴部からロ緑部の破片。口緑部に橋状把手を有 し，把手につながる隆帯で 砂粒 ・長石 ・雲母 P 14 7 15％　P L 62

1
縄文土器 B （2 1．9） ロ縁部に楕円形区画文が施 され，区画内に爪形文及び山形沈線文が施 され にぷい褐色 覆土下層

ている。ロ緑部文様帯 と胴部を区画する隆帯は下方に突出している。胴部

は無文である。

普通 阿王台Ⅲ式

①

／

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一・・・一十　1－－i

第469図　第2870号土坑・出土遺物実測図
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第2871号土坑（第470図）

位置　調査区の東部，C14h3区。

重複関係　西側部分で第2875号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径1．51mの円形と推定され，深さは61cmである。

壁　袋状である。

底　皿状である。

ピット　2か所。Plは北壁際に位置し，径38cJnの円形で，深さは83cmである。P2は東壁際に位置し，径24cm

の円形で，深さは23cmである。

覆土　4層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　　ローム小ブロック微量

3　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片80点が出土している。第471図1の深鉢の胴部から口綾部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2371号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第4 71図 深　　 鉢 B （8．1） 胴部から口緑部の破片。沈線の施 された隆帯による渦巻文が施された突起 砂粒 ・長石 ・石英 P 172　 5 ％

1
縄文土器 をもつ。ロ緑部には隆帯による山形文が施されている。口緑部と胴部はキ 雲母 覆土

ザミをもつ隆帯で区画され，胴部には縦位の粂線が施 されている。 にぷい橙色

普通

中峠式併行

／

一一．’‘‾　＼

、－、＿一ノ

くI

第470図　第2371・2875号土坑実測図

1了「整±＝∃

0　　　　　　　5cm

！；！

第471図　第2871号土坑出土遺物実測図
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－　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　′　　　′ノ‥

壁　袋状である。

底　平坦である。

／ノー′　　　ノ　　　′　　　　　　　　　く・′　′　　　一　　、、、、　′　′ノ　　ー　へ　　J J　一　　　′′′、

－　　　′、－　　′　　　・．　　　′

′　　　　　　′　、　　　　Y　　　　　・・　＼　　ヽ　　　ノ　　ノ′　′′ノ

デー　　　、　ノ・′、′′′∵

′　ノl′・く　′　ノ、．　　　　　　　′

重複関係　南側部分で第2903号土坑に掘り込まれている。

－　　　　　　′　　　、　　　－　　　　′　　　　　　　一　　′　　　　　′l、、・′

璧　袋状である。

底　皿状である。

′　　」、　・・　l　　　　′　　　　‘　′′∴：．．

土層解説

1　黒褐色　　ロ一・一ム粒子中量，焼上粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　　しトーム粒J’一・焼上粒－j’一つ封ヒ粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒J’一中鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

′・ノC　　′　　　‥、，、　　　　　　′　　′　　　′　　＝ノ‘、　：　．′′　′　　′、　′　′．　ハ　　　　　　　　　　　　　′

ノ、ノ、／．、・　　　　　　　ケ！′　ノ・、・1、．‘、．、′　／・二　　　　、′　　′　一′′　　／

・‥．′　‘、！　劫　　∴，

図鵬 骨　　 券　　 種　　 測値毎m）　　　　　　　　 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 匪＝ 摘 機 項　 備＋ 考

第宥図　　 深　　 鉢　 A は5．0〕胴部かネ目線部の破片㍉胴部は内聾する√＝綾部に．頭部が双頭で，孔を 砂粒・長石・雲母　Pl満　200。PL62

縄文土器 B （38．申　もつ把手を有し，全面に刺突文が施されている∴　隆帯による口縁部区画文 褐色　　　　　　　 覆土

1　　　　　　　　　　　　　　 内には，半敲竹管による結節沈線文が施されている∴胴部には断面カマボ 普通　　　　　　　 阿玉台Ⅲ式

コ状の隆帯を垂下させ，隆帯に沿って半敲竹管による結節沈線文が施され

ている∵横位の結節沈経文もみられる．
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第472図　第2899号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　10clm
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第2900号土坑（第473図）

位置　調査区の北東部，B14j5区。

規模と平面形　径1．53mの円形で，深さは45cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1黒褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片50点が出土している。第473図1は深鉢の口緑部付近の破片で，2本1組の微隆起線文により

渦巻文を施し，地文としてRLの単節縄文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第473区l　第2900号土坑・出土遺物実測図
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第2905号土坑（第474図）

位置　調査区の東部，C14e3区。

規模と平面形　長径2．04m，短径1．64mの楕円形で，深さは54cmである。

長径方向　N－46。一E

壁　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　4層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1極暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片罰点が出土している。第474図1の把手をもつ口縁部片と2の探鉢の胴部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第2905号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　文　様　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第474図 深　　 鉢 B （11．1） 把手をもつロ緑部片。断面三角形状の隆帯が孔を巡り，ロ綾部の隆帯につ 砂粒・長石・石英・ P 173　2 ％

1
縄文土器 ながる。口緑部には押引き刺突文及び山形沈線文が施されている。 雲母・スコリア

にぷい赤褐色

普通

覆土

阿王台Ⅲ式
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図版番号 器　　 種 計測値（Gm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第474図 深　　 鉢 B （18．1） 胴部片。隆帯が横位あるいはJ 字状に施され，隆帯に沿って幅広の爪形文 砂粒 ・長石 P149 10％
2 縄文土器 が施 されている。区画内に隆帯による山形洗練文が施されている。 にぷい褐色

普通

覆土

阿王台Ⅲ式

瑠

第474図　第2905号土坑・出土遺物実測図
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第2910号土坑（第475図）

位置　調査区の東部，C14g2区。

重複関係　南側部分を第2909号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径0．86m，短径0．47mの不定形で，深さは98cmである。

長径方向　N－450－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　凹凸である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片2点が出土している。第475図1の深鉢の底部から胴部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後葉（安行2式期）と考えられる。
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第475図　第2910号土坑・出土遺物実測図

第2910号土坑出土遺物観察表

10clu

l l　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第475図探　　鉢B（26．4）底部から胴部の破片。底部は小さく．胴部には斜行する条線文が施されて砂粒・長石リマミスP150　30％　PL62

1
縄文土器C　　3．0いる。 にぷい橙色

普通

覆土

安行2式

第2912号土坑（第476図）

位置　調査区の東部，C14b4区。

重複関係　南西部分で第2916号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．36m，短径1．15mの楕円形で，深さは41cmである。

長径方向　N－39。－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片66点が出土している。第476図1の浅鉢は底面付近から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2912号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（om） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第476図 浅　　 鉢 A　 27．8 胴部上位で くの字状に屈曲し，ロ綾部は内傾する。屈曲部からロ綾部にか 砂粒・長石・石英 ・ P 15 1 90％　P L 62

1
縄文土器 B　 16．5

C　 lO，7

けてR L の単節縄文が施されている。 パ ミス ・礫

褐色

普通

底面

加曽利E I式
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